
(57)【要約】

【課題】　制御された厚さ及び表面均一性を有する高分

子電場発光材料の層を形成する方法を提供すること。

【解決手段】　本発明の方法は、

　(a) 高分子電場発光材料を容器に供給し、

　(b) 該容器に流体を供給し、

　(c) 該容器内で、該流体及び該高分子電場発光材料を

圧縮及び加熱して、熱力学的に安定又は準安定な混合物

を形成し、

　(d) 該熱力学的に安定又は準安定な混合物を表面に向

けて噴霧し、その際該流体は気化し、そして

　(e) 該高分子電場発光材料を該表面上に発光層として

付着させる

ことを特徴とする。

【選択図】　　　図１（Ａ）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 制 御 さ れ た 厚 さ 及 び 表 面 均 一 性 を 有 す る 高 分 子 電 場 発 光 材 料 の 層 を 形 成 す る た め の 方 法
で あ っ て 、
　 (a) 高 分 子 電 場 発 光 材 料 を 容 器 に 供 給 し 、
　 (b) 該 容 器 に 流 体 を 供 給 し 、
　 (c) 該 容 器 内 で 、 該 流 体 及 び 該 高 分 子 電 場 発 光 材 料 を 圧 縮 及 び 加 熱 し て 、 熱 力 学 的 に 安
定 又 は 準 安 定 な 混 合 物 を 形 成 し 、
　 (d) 該 熱 力 学 的 に 安 定 又 は 準 安 定 な 混 合 物 を 表 面 に 向 け て 噴 霧 し 、 そ の 際 該 流 体 は 気 化
し 、 そ し て
　 (e) 該 高 分 子 電 場 発 光 材 料 を 該 表 面 上 に 発 光 層 と し て 付 着 さ せ る
こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 該 高 分 子 電 場 発 光 材 料 が 、 置 換 型 も し く は 無 置 換 型 ポ リ （ p-フ ェ ニ レ ン ビ ニ レ ン ） 誘 導
体 、 置 換 型 も し く は 無 置 換 型 ポ リ （ p-フ ェ ニ レ ン ） 誘 導 体 、 置 換 型 も し く は 無 置 換 型 ポ リ
フ ル オ レ ン 誘 導 体 、 置 換 型 も し く は 無 置 換 型 ポ リ （ p-ピ リ ジ ン ） 、 置 換 型 も し く は 無 置 換
型 ポ リ （ p-ピ リ ダ ル ビ ニ レ ン ） 誘 導 体 、 及 び 置 換 型 も し く は 無 置 換 型 ポ リ （ p-フ ェ ニ レ ン
） ラ ダ ー も し く は ス テ ッ プ ラ ダ ー ポ リ マ ー 又 は 置 換 型 も し く は 無 置 換 型 ポ リ （ ア リ ー ル ア
ミ ン ） で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 該 高 分 子 電 場 発 光 材 料 が ２ 種 以 上 の 低 分 子 材 料 及 び 高 分 子 材 料 の 組 合 せ で あ る 、 請 求 項
１ に 記 載 の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 全 体 的 に は 電 場 発 光 照 明 の 分 野 に 関 し 、 よ り 具 体 的 に は 、 ソ リ ッ ド ス テ ー ト 照
明 用 途 に 用 い る た め に 、 支 持 体 上 に 有 機 高 分 子 電 場 発 光 材 料 か ら 成 る 層 を 付 着 さ せ る の に
際 し て 圧 縮 流 体 溶 液 及 び ／ 又 は 分 散 系 を 採 用 す る 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 電 場 発 光 (EL)材 料 は 、 電 気 エ ネ ル ギ ー を 可 視 光 に 変 換 す る 材 料 で あ る 。 こ の よ う な も の
と し て 、 こ れ ら の 材 料 は 、 高 効 率 、 低 電 力 消 費 量 及 び 長 寿 命 と い っ た 利 点 を 有 す る た め 、
ソ リ ッ ド ス テ ー ト 照 明 に 用 い ら れ て い る 。 EL材 料 は 無 機 又 は 有 機 で あ っ て よ い 。 無 機 EL材
料 は 電 気 を 光 に 変 換 す る 半 導 体 材 料 で あ る 。 電 子 が ｐ ｎ 接 合 を 横 断 し て ｎ 領 域 か ら ｐ 領 域
へ 移 動 さ せ ら れ 、 正 電 荷 （ 正 孔 ） と 再 結 合 さ せ ら れ る 。 電 子 と 正 孔 と の 再 結 合 は 、 可 視 波
長 に お け る エ ネ ル ギ ー 放 出 を 引 き 起 こ す 。 放 射 光 の 波 長 は 、 半 導 体 バ ン ド ギ ャ ッ プ と 関 数
関 係 に あ り 、 こ の 場 合 、 よ り 広 域 の バ ン ド ギ ャ ッ プ が 広 け れ ば 広 い ほ ど 、 放 射 周 波 数 は 高
く な る （ 又 は 放 射 波 長 が 小 さ く な る ） 。 一 般 的 な 無 機 EL材 料 は 、 ヒ 化 ア ル ミ ニ ウ ム ガ リ ウ
ム （ AlGaAs-赤 ） 、 リ ン 化 ア ル ミ ニ ウ ム イ ン ジ ウ ム ガ リ ウ ム （ AlInGaP-黄 ） 、 窒 化 イ ン ジ
ウ ム ガ リ ウ ム （ InGaN-青 及 び 緑 ） な ど を 含 む 。 無 機 ELデ バ イ ス （ 又 は 発 光 ダ イ オ ー ド LED
） は 、 エ ピ タ キ シ ャ ル 結 晶 成 長 法 又 は 化 学 蒸 着 法 に よ っ て 製 造 さ れ る 。 付 着 さ れ た 半 導 体
チ ッ プ は 次 い で 、 プ ラ ス チ ッ ク （ エ ポ キ シ ） 材 料 を 使 用 し て カ プ セ ル 封 入 さ れ る 。 光 出 力
は 半 導 体 材 料 、 製 造 法 、 パ ッ ケ ー ジ ン グ 形 態 、 駆 動 電 流 及 び 動 作 環 境 と 関 数 関 係 に あ る 。
寿 命 が 比 較 的 長 く 、 サ イ ズ が 小 型 で し か も 耐 久 性 が あ る こ と に よ り 、 こ れ ら の ELデ バ イ ス
は 照 明 用 途 に お い て 有 用 に な る 。 し か し こ れ ら の ELデ バ イ ス は 比 較 的 剛 性 で あ る こ と に よ
り 、 フ レ キ シ ブ ル な 照 明 用 途 に は 適 用 不 能 に な る 。 加 え て 、 こ れ ら の ELデ バ イ ス は 典 型 的
に は 点 光 源 で あ る こ と に よ り 、 指 向 性 光 源 と し て は 好 ま し い が 、 し か し 全 域 照 明 の よ う な
拡 散 照 明 用 途 に は 余 り 好 ま し く な い 。 後 者 の 用 途 に は 、 有 機 発 光 材 料 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 有 機 発 光 デ バ イ ス (OLED)は 、 小 型 分 子 (SMOLED)と 、 高 分 子 発 光 デ バ イ ス (PLED)と に 分 類

10

20

30

40

50

(2) JP 2004-79541 A 2004.3.11



さ れ る 。 こ の よ う な 材 料 は 照 明 用 途 に 好 適 で あ る 。 な ぜ な ら ば 、 こ れ ら の 材 料 は 、 処 理 可
能 性 が 高 く 、 耐 久 性 が あ り 、 電 力 消 費 量 が 低 く 、 色 域 が 広 く 、 ま た 放 射 角 度 が 広 い か ら で
あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 最 も シ ン プ ル な 形 態 の 場 合 、 OLEDは 、 正 孔 注 入 の た め の ア ノ ー ド と 、 電 子 注 入 の た め の
カ ソ ー ド と 、 発 光 を も た ら す 電 荷 再 結 合 を 支 援 す る た め に こ れ ら の 電 極 の 間 に サ ン ド イ ッ
チ さ れ た 有 機 又 は 高 分 子 媒 質 と か ら 成 っ て い る 。 初 期 の 有 機 ELデ バ イ ス の 代 表 は 、 米 国 特
許 第 3,172,862号 明 細 書 (Gurnee他 )、 米 国 特 許 第 3,173,050号 明 細 書 (Gurnee, Dresner)、
「 ア ン ト ラ セ ン に お け る ダ ブ ル 注 入 電 場 発 光 (Double Injection Electroluminescence in
 Anthracene)」 RCA Review,第 30巻 、 第 322-334頁 、 1969； 米 国 特 許 第 3,710,167号 明 細 書 (
Dresner)、 及 び 、 同 第 4,769,292号 明 細 書 及 び 同 第 4,885,211号 明 細 書 (両 方 と も Tang他 )に
記 載 さ れ て い る 。 初 め て 米 国 特 許 第 4,356,429号 明 細 書 (Tang)に 記 載 さ れ た 基 本 的 な ２ 層 E
Lデ バ イ ス 構 造 の 場 合 、 EL要 素 の ア ノ ー ド 寄 り の 一 方 の 有 機 層 が 、 正 孔 を 輸 送 す る の に 特
定 的 に 選 択 さ れ 、 従 っ て こ の 有 機 層 は 正 孔 輸 送 層 と 呼 ば れ 、 ま た 、 他 方 の 有 機 層 は 電 子 を
輸 送 す る の に 特 定 的 に 選 択 さ れ 、 従 っ て こ の 有 機 層 は 電 子 輸 送 層 と 呼 ば れ る 。 こ れ ら ２ つ
の 層 の 間 の 界 面 は 、 注 入 さ れ た 正 孔 /電 子 の 対 を 再 結 合 す る た め の 効 率 的 な 部 位 を 提 供 し
、 そ の 結 果 と し て 電 場 発 光 を も た ら す 。 ３ 層 有 機 ELデ バ イ ス も 提 案 さ れ て い る 。 こ の よ う
な デ バ イ ス は 、 正 孔 輸 送 層 と 電 子 輸 送 層 と の 間 に 有 機 発 光 層 (LEL)、 例 え ば J. Applied Ph
ysics 第 65巻 、 第 3610-3616頁 、 1989に お い て Tang他 に よ っ て 開 示 さ れ た 有 機 発 光 層 を 含
有 し て い る 。 発 光 層 は 一 般 に 、 ゲ ス ト 材 料 で ド ー プ さ れ た ホ ス ト 材 料 か ら 成 っ て い る 。 さ
ら に 、 米 国 特 許 第 4,769,292号 明 細 書 (Tang他 )に 提 案 さ れ て い る ４ 層 EL要 素 は 、 正 孔 注 入
層 (HIL)と 、 正 孔 輸 送 層 (HTL)と 、 発 光 層 (LEL)と 、 電 子 輸 送 /注 入 層 (ETL)と を 含 む 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 述 の 有 機 材 料 は 、 昇 華 法 に よ り 好 適 に 付 着 さ せ る こ と が で き る が 、 し か し 、 皮 膜 形 成
を 改 善 す る た め の 任 意 の バ イ ン ダ と 共 に 、 溶 剤 か ら 付 着 さ せ る こ と も で き る 。 材 料 が ポ リ
マ ー の 場 合 、 米 国 特 許 第 5,247,190号 明 細 書 及 び 同 第 5,401,827号 明 細 書 に 記 載 さ れ て い る
よ う に 、 溶 剤 付 着 法 が 通 常 は 好 ま し い 。 昇 華 法 に よ っ て 付 着 す べ き 材 料 は 、 例 え ば 米 国 特
許 第 6,237,529号 明 細 書 (Spahn他 )に 記 載 さ れ て い る よ う に 、 し ば し ば タ ン タ ル 材 料 か ら 成
る 昇 華 器 「 ボ ー ト (boat)」 か ら 気 化 さ せ る か 、 あ る い は 、 先 ず ド ナ ー ・ シ ー ト 上 に 材 料 を
コ ー テ ィ ン グ し 、 次 い で 支 持 体 に 一 層 近 接 し て 昇 華 さ せ る こ と が で き る 。 複 数 材 料 の 混 合
物 を 有 す る 層 は 、 別 個 の 昇 華 器 ボ ー ト を 活 用 す る か 、 あ る い は 、 こ れ ら の 材 料 を 予 め 混 合
し 、 単 独 の ボ ー ト 又 は ド ナ ー ・ シ ー ト か ら コ ー テ ィ ン グ す る こ と が で き る 。 パ タ ー ン 付 付
着 法 は 、 シ ャ ド ー マ ス ク 、 一 体 型 シ ャ ド ー マ ス ク ｛ （ 米 国 特 許 第 5,294,870号 明 細 書 (Tang
他 )） 、 ド ナ ー ・ シ ー ト に よ る 空 間 画 定 型 感 熱 色 素 転 写 法 {米 国 特 許 第 5,851,709号 明 細 書 (
Adinolfi)及 び 同 第 6,066,357号 明 細 書 (Tang他 )}及 び イ ン ク ジ ェ ッ ト 法 {米 国 特 許 第 6,066,
357号 明 細 書 (Tang他 )}を 用 い て 達 成 す る こ と が で き る 。 し か し 上 述 の 付 着 技 術 の そ れ ぞ れ
に は 欠 点 が あ る 。 昇 華 法 は 、 昇 華 さ れ 得 る 材 料 に 制 約 が あ り 、 例 え ば 昇 華 す る 代 わ り に 分
解 す る ほ と ん ど の 高 分 子 材 料 は 除 外 さ れ る 。 典 型 的 な 溶 剤 法 、 例 え ば ス ピ ン ・ コ ー テ ィ ン
グ は 、 残 留 溶 剤 を 排 除 す る た め に 、 続 い て 溶 剤 乾 燥 工 程 が 必 要 と な る の に 加 え て 、 健 康 及
び 環 境 に 対 し て 潜 在 的 に 有 害 な 溶 剤 を 活 用 す る 。 こ れ に よ り 、 こ の よ う な 方 法 は 困 難 で 、
時 間 が か か り 、 高 価 な も の に な る 。 さ ら に 、 ソ リ ッ ド ス テ ー ト 照 明 用 途 に お い て 求 め ら れ
る よ う な 、 非 平 面 状 の 表 面 上 へ の 均 一 な 付 着 は 、 上 述 の 付 着 技 術 で は 、 不 可 能 で は な い と
し て も 、 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 特 開 平 09-288970号 公 報 に 開 示 さ れ た バ ル ブ 内 壁 コ ー テ ィ ン グ 形 成 法 は 、 超 臨 界 流 体 コ
ー テ ィ ン グ を 構 成 す る こ と に よ り 行 わ れ る 。 こ の コ ー テ ィ ン グ は 、 蛍 光 微 粒 子 を 含 有 す る
懸 濁 水 と 、 超 臨 界 流 体 と し て の 二 酸 化 炭 素 と か ら 成 る 組 成 物 を 有 し て い る 。 し か し 、 こ の
方 法 に は 多 く の 問 題 が あ る 。 懸 濁 水 を 使 用 す る と 、 存 在 す る 水 を 除 去 す る た め に 乾 燥 が 必
要 と な る 。 さ ら に 、 多 少 な り と も 電 場 発 光 が 示 さ れ る 場 合 に は 、 OLED材 料 の い か な る 懸 濁
水 も 寿 命 を 極 端 に 短 く し て し ま う 。 な ぜ な ら ば 、 湿 分 に 関 連 し て デ バ イ ス が 汚 染 さ れ る か
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ら で あ る 。 蛍 光 粉 末 を 水 中 に 分 散 さ せ る こ と に よ り 、 粉 末 の 凝 集 、 沈 降 、 及 び 混 合 物 に 関
連 す る そ の 他 の 問 題 が 引 き 起 こ さ れ や す く な る 。 さ ら に 、 上 記 公 報 に 開 示 さ れ た ス プ レ ー
・ コ ー テ ィ ン グ 法 は 、 結 果 と し て コ ー テ ィ ン グ を 著 し く 不 均 一 に し て し ま い 、 こ の よ う な
コ ー テ ィ ン グ は 、 著 し く 性 能 が 劣 っ た ソ リ ッ ド ス テ ー ト ・ デ バ イ ス を 形 成 す る こ と に な る
。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 Huck他 に よ り 国 際 公 開 第 02/45868号 パ ン フ レ ッ ト に 開 示 さ れ た 、 ウ ェ ハ ー 表 面 上 の パ タ
ー ン 形 成 法 は 、 圧 縮 さ れ た 二 酸 化 炭 素 を 使 用 す る 。 こ の 方 法 は 、 圧 縮 二 酸 化 炭 素 を 含 有 す
る 溶 剤 相 に 材 料 を 溶 解 又 は 懸 濁 し 、 さ ら に 、 こ の 溶 液 又 は 懸 濁 液 を ウ ェ ハ ー 表 面 上 に 付 着
さ せ る こ と を 含 み 、 溶 剤 相 を 蒸 発 さ せ る こ と に よ り 、 パ タ ー ン 化 さ れ た 材 料 付 着 物 を 残 す
。 こ の ウ ェ ハ ー は リ ソ グ ラ フ ィ を 用 い て 予 め パ タ ー ン を 施 さ れ 、 こ れ に よ り 親 水 性 区 域 と
疎 水 性 区 域 と を 備 え た ウ ェ ハ ー が 提 供 さ れ る 。 溶 液 （ 又 は 懸 濁 液 ） の ウ ェ ハ ー 表 面 上 へ の
付 着 に 続 い て 溶 剤 相 が 気 化 さ れ た 後 、 材 料 （ ポ リ マ ー ） は 、 疎 水 性 区 域 及 び 親 水 性 区 域 の
う ち の 一 方 に 付 着 す る 。 溶 液 （ 又 は 懸 濁 液 ） は 、 液 滴 又 は 微 細 噴 霧 の 形 で ウ ェ ハ ー 表 面 上
に 付 着 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ９ － ２ ８ ８ ９ ７ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 国 際 公 開 第 ０ ２ ／ ４ ５ ８ ６ ８ 号 パ ン フ レ ッ ト
【 特 許 文 献 ３ 】 米 国 特 許 第 ５ ２ ４ ７ １ ９ ０ 号 明 細 書
【 特 許 文 献 ４ 】 米 国 特 許 第 ５ ４ ０ １ ８ ２ ７ 号 明 細 書
【 特 許 文 献 ５ 】 米 国 特 許 第 ６ ２ ３ ７ ５ ２ ９ 号 明 細 書
【 特 許 文 献 ６ 】 米 国 特 許 第 ５ ８ ５ １ ７ ０ ９ 号 明 細 書
【 特 許 文 献 ７ 】 米 国 特 許 第 ６ ０ ６ ６ ３ ５ ７ 号 明 細 書
【 特 許 文 献 ８ 】 米 国 特 許 第 ５ ２ ９ ４ ８ ７ ０ 号 明 細 書
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 従 っ て 本 発 明 の 目 的 は 、 圧 縮 流 体 、 例 え ば 圧 縮 気 体 、 圧 縮 液 体 又 は 超 臨 界 流 体 を 用 い て
支 持 体 上 に 材 料 の 機 能 層 を 付 着 さ せ る 方 法 を 提 供 す る こ と で あ る 。
　 本 発 明 の 更 な る 目 的 は 、 有 機 高 分 子 電 場 発 光 材 料 又 は 高 分 子 電 場 発 光 照 明 デ バ イ ス に お
い て 有 用 で あ り 得 る そ の 他 の 機 能 層 材 料 の 、 圧 縮 流 体 を 基 剤 と し た 溶 液 及 び ／ 又 は 分 散 系
を 使 用 し て 、 支 持 体 上 に 有 機 高 分 子 電 場 発 光 材 料 層 を 付 着 さ せ る 方 法 を 提 供 す る こ と で あ
る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 特 徴 は 、 ソ リ ッ ド ス テ ー ト 照 明 用 途 に 用 い ら れ る 高 分 子 電 場 発 光 照 明 デ バ イ ス
を 形 成 す る 上 で 有 用 な 圧 縮 流 体 、 例 え ば 圧 縮 気 体 、 圧 縮 液 体 又 は 超 臨 界 流 体 を 使 用 し て 、
支 持 体 上 に 有 機 薄 膜 を 付 着 さ せ る 方 法 を 提 供 す る こ と で あ る 。
　 本 発 明 の さ ら に 別 の 特 徴 は 、 溶 剤 を 含 有 し な い 有 機 薄 膜 コ ー テ ィ ン グ /付 着 物 を 形 成 す
る こ と で あ る 。
　 本 発 明 の 別 の 特 徴 は 、 フ レ キ シ ブ ル な 支 持 体 上 に 有 機 薄 膜 コ ー テ ィ ン グ /付 着 物 を 付 着
さ せ る の に 用 い る こ と が で き る 方 法 を 提 供 す る こ と で あ る 。
　 本 発 明 の 別 の 特 徴 は 、 平 面 状 で な い 支 持 体 上 に 有 機 薄 膜 コ ー テ ィ ン グ を 付 着 さ せ る の に
用 い る こ と が で き る 方 法 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に よ る と 、 制 御 さ れ た 厚 さ 及 び 表 面 均 一 性 を 有 す る 高 分 子 電 場 発 光 材 料 の 層 を 形
成 す る た め の 方 法 で あ っ て 、
　 (a) 高 分 子 電 場 発 光 材 料 を 容 器 に 供 給 し 、
　 (b) 該 容 器 に 流 体 を 供 給 し 、
　 (c) 該 容 器 内 で 、 該 流 体 及 び 該 高 分 子 電 場 発 光 材 料 を 圧 縮 及 び 加 熱 し て 、 熱 力 学 的 に 安
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定 又 は 準 安 定 な 混 合 物 を 形 成 し 、
　 (d) 該 熱 力 学 的 に 安 定 又 は 準 安 定 な 混 合 物 を 表 面 に 向 け て 噴 霧 し 、 そ の 際 該 流 体 は 気 化
し 、 そ し て
　 (e) 該 高 分 子 電 場 発 光 材 料 を 該 表 面 上 に 発 光 層 と し て 付 着 さ せ る
こ と を 特 徴 と す る 方 法 が 提 供 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 手 短 に 言 え ば 、 本 発 明 の 前 記 及 び そ の 他 多 数 の 特 徴 、 目 的 及 び 利 点 は 、 本 明 細 書 中 に 示
し た 詳 細 な 説 明 、 請 求 の 範 囲 及 び 図 面 を 検 討 す れ ば 容 易 に 明 ら か と な る 。 こ れ ら の 特 徴 、
目 的 及 び 利 点 は 、 ソ リ ッ ド ス テ ー ト 照 明 用 途 に 用 い ら れ る 機 能 材 料 を コ ー テ ィ ン グ /付 着
す る 装 置 及 び 方 法 を 提 供 す る こ と に よ り 達 成 さ れ る 。 こ の 装 置 は 、 機 能 材 料 と の 熱 力 学 的
に 安 定 又 は 準 安 定 な 混 合 物 中 の 圧 縮 流 体 の 圧 縮 源 を 含 む 。 入 口 及 び 出 口 を 有 す る 排 出 装 置
が 、 入 口 で 圧 縮 源 に 接 続 さ れ て い る 。 排 出 装 置 は 、 概 ね 円 形 又 は 楕 円 形 の パ タ ー ン で 投 影
さ れ る 機 能 材 料 の 噴 霧 を 形 成 す る よ う に 成 形 さ れ て い る が 、 他 の パ タ ー ン 、 例 え ば 正 方 形
及 び 長 方 形 又 は 六 角 形 の パ タ ー ン が 所 望 の 場 合 に は 用 い ら れ て も よ い 。 こ の 場 合 流 体 は 排
出 装 置 の 出 口 の 手 前 又 は 出 口 を 越 え た 場 所 で は 気 体 状 態 に あ る 。 支 持 体 に 供 給 さ れ る 噴 霧
パ タ ー ン の 形 状 は 、 噴 霧 ノ ズ ル と 支 持 体 と の 間 に マ ス ク を 設 け る こ と に よ り 変 更 を 加 え る
こ と が で き る 。 圧 縮 源 内 の 圧 縮 流 体 は 、 0.1g/ccを 上 回 る 密 度 の 濃 密 な 気 体 、 圧 縮 液 体 又
は 超 臨 界 流 体 の う ち の １ 種 で あ っ て よ い 。 熱 力 学 的 に 安 定 又 は 準 安 定 な 混 合 物 は 、 流 体 中
に 分 散 さ せ ら れ て い る 機 能 材 料 の う ち の １ 種 、 及 び ／ 又 は 、 流 体 中 に 溶 解 さ せ ら れ て い る
機 能 材 料 を 含 む 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 方 法 は 、 制 御 さ れ た 厚 さ 及 び 表 面 均 一 性 を 有 す る 高 分 子 電 場 発 光 材 料 層 を 形 成
す る の を 可 能 に す る 。 有 機 高 分 子 電 場 発 光 デ バ イ ス に 必 要 と さ れ る 種 々 の 層 の １ つ の 重 要
な 性 質 は 、 表 面 均 一 性 で あ る 。 典 型 的 に は 、 高 品 質 デ バ イ ス に は 、 10オ ン グ ス ト ロ ー ム 以
下 の オ ー ダ の 表 面 粗 さ が 望 ま し い が 、 こ れ よ り も 最 大 ３ 桁 大 き い 表 面 粗 さ で も 、 い く つ か
の 目 的 及 び デ バ イ ス に は 十 分 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 に よ る 装 置 の 部 分 を 形 成 す る 要 素 、 又 は 前 記 装 置 と よ り 直 接 的 に 協 働 す る 要 素 に
関 し て 以 下 に 説 明 す る 。 言 う ま で も な く 、 具 体 的 に 図 示 し な い 、 又 は 説 明 し な い 要 素 は 、
当 業 者 に 良 く 知 ら れ た 種 々 の 形 態 を 成 し て よ い 。 さ ら に 、 本 発 明 の 種 々 の 面 に 好 適 で あ る
と 確 認 さ れ た 材 料 、 例 え ば 機 能 材 料 、 溶 剤 、 装 置 な ど は 、 一 例 と し て 扱 わ れ る も の で あ っ
て 、 本 発 明 の 範 囲 を 限 定 す る も の で は 決 し て な い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ Ａ を 参 照 す る と 、 供 給 シ ス テ ム １ ０ が 構 成 部 分 １ １ ， １ ２ 及 び １ ３ を 有 し て い る 。
こ れ ら の 構 成 部 分 は 、 選 択 さ れ た 溶 剤 /分 散 剤 の 材 料 を 圧 縮 気 体 、 圧 縮 液 体 及 び ／ 又 は 超
臨 界 流 体 の 状 態 に し 、 密 度 0.1g/cc超 の 選 択 さ れ た 圧 縮 流 体 中 の 、 適 切 な 機 能 材 料 又 は 複
数 の 機 能 材 料 の 組 み 合 わ せ の 溶 液 及 び ／ 又 は 分 散 系 を 形 成 し 、 さ ら に こ の 機 能 材 料 を 受 容
体 １ ４ 上 に 制 御 さ れ た 状 態 で 供 給 す る 。 機 能 材 料 は 、 受 容 体 に 供 給 さ れ る 必 要 の あ る 任 意
の 材 料 、 例 え ば 電 場 発 光 材 料 、 正 孔 輸 送 材 料 、 電 子 輸 送 材 料 な ど で あ っ て よ く 、 こ れ に よ
り 、 機 能 材 料 の 付 着 及 び ／ 又 は 被 覆 に よ っ て 受 容 体 上 に コ ー テ ィ ン グ が 形 成 さ れ る 。 受 容
体 は 、 照 明 用 途 に 適 し た 任 意 の 支 持 体 で あ る 。 支 持 体 の 一 例 と し て は 、 ガ ラ ス 、 珪 素 、 高
分 子 材 料 、 金 属 、 合 金 及 び セ ラ ミ ッ ク が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の こ と と 関 連 し て 、 圧 縮 流 体 状 態 に さ れ た 選 択 さ れ た 材 料 は 周 囲 圧 及 び 周 囲 温 度 で は
気 体 で あ る 。 圧 縮 流 体 の 密 度 は １ cm 3 当 た り 0.1g以 上 で あ る 。 こ の よ う な 流 体 は 、 当 該 機
能 溶 質 材 料 を 溶 解 及 び ／ 又 は 分 散 さ せ 、 さ ら に 、 溶 液 及 び ／ 又 は 分 散 系 中 で 保 持 す る こ と
が で き る 。 周 囲 条 件 は こ の 用 途 に 関 し て 、 好 ま し く は 、 -100～ +100℃ の 範 囲 の 温 度 、 及 び
、 1 x 10 - 8 ～ 100 atmの 範 囲 の 圧 力 と し て 定 義 さ れ る 。 よ り 好 ま し く は 、 周 囲 条 件 は 、 -20
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～ +50℃ の 範 囲 の 温 度 、 及 び 、 1 x 10 - 8 ～ 10 atmの 範 囲 の 圧 力 と し て 定 義 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 １ Ａ に お い て 、 供 給 シ ス テ ム １ ０ の 概 略 図 が 示 さ れ て い る 。 供 給 シ ス テ ム １ ０ は 、 供
給 経 路 １ ６ に 沿 っ て 流 体 連 通 状 態 で 接 続 さ れ た 、 圧 縮 流 体 源 １ １ と 、 配 合 リ ザ ー バ １ ２ と
、 排 出 装 置 １ ３ と を 有 し て い る 。 供 給 シ ス テ ム １ ０ は 、 １ つ 又 は ２ つ 以 上 の 弁 １ ５ を 含 ん
で い て も よ い 。 こ の 弁 は 、 圧 縮 流 体 の 流 量 を 制 御 す る た め に 供 給 経 路 １ ６ に 沿 っ て 位 置 決
め さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 圧 縮 流 体 源 １ １ 内 に 含 ま れ た 圧 縮 流 体 キ ャ リ ヤ は 、 機 能 材 料 を 溶 解 /可 溶 化 /分 散 さ せ る
任 意 の 材 料 で あ る 。 圧 縮 流 体 源 １ １ は 、 圧 力 、 温 度 及 び 流 量 の 所 定 の 条 件 で 、 圧 縮 流 体 キ
ャ リ ヤ を 圧 縮 気 体 、 圧 縮 液 体 又 は 超 臨 界 流 体 と し て 供 給 す る 。 全 て の 密 度 は 0.1g/ccを 上
回 る 。 臨 界 温 度 及 び 臨 界 圧 力 に よ っ て 定 義 さ れ た 臨 界 点 を 上 回 る 材 料 が 超 臨 界 流 体 と し て
知 ら れ て い る 。 臨 界 温 度 及 び 臨 界 圧 力 は 典 型 的 に は 熱 力 学 的 状 態 を 定 義 す る 。 こ の 熱 力 学
的 状 態 に お い て 、 流 体 又 は 材 料 は 超 臨 界 的 に な り 、 気 体 様 の 性 質 と 液 体 様 の 性 質 と を 示 す
。 臨 界 点 を 十 分 に 下 回 る 温 度 及 び 圧 力 に お け る 材 料 は 、 圧 縮 液 体 と し て 知 ら れ て い る 。 周
囲 条 件 で 気 体 と し て 存 在 す る 、 0.1g/ccを 上 回 る 密 度 を 有 す る 圧 縮 流 体 状 態 の 材 料 が こ こ
で は 使 用 さ れ る 。 な ぜ な ら ば 、 こ れ ら の 材 料 は 、 圧 縮 流 体 状 態 で 当 該 機 能 材 料 を 可 溶 化 及
び ／ 又 は 分 散 さ せ る 固 有 の 能 力 を 有 す る か ら で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 １ ０ は 、 二 酸 化 炭 素 の よ う な 典 型 的 な 材 料 を 示 す 相 図 で あ る 。 圧 力 及 び 温 度 が 増 大 す
る に つ れ て 、 大 気 圧 及 び 室 温 で は 気 体 で あ る こ の よ う な 材 料 、 例 え ば 二 酸 化 炭 素 は 変 化 し
て 、 図 中 の 臨 界 点 に よ っ て 定 義 さ れ た 或 る 特 定 の 臨 界 温 度 及 び 臨 界 圧 力 に 達 す る ま で 、 圧
縮 流 体 （ 液 体 又 は 圧 縮 気 体 ） に な る 。 こ の 臨 界 点 を 上 回 る 温 度 及 び 圧 力 で は 、 材 料 は 超 臨
界 状 態 、 例 え ば 超 臨 界 二 酸 化 炭 素 で あ る と 言 わ れ る 。 圧 力 条 件 及 び 温 度 条 件 の こ の よ う な
変 化 を 蒙 る 材 料 の 重 要 な 性 質 は そ れ ら の 密 度 で あ る 。 密 度 は 典 型 的 に は 圧 力 及 び 温 度 が 増
大 す る に つ れ て 増 大 す る 。 前 述 の よ う に 、 周 囲 条 件 で は 気 体 と し て 存 在 し 、 0.1g/cm 3 を 上
回 る 密 度 と 、 所 要 の 圧 力 ・ 温 度 条 件 と を 有 す る 材 料 が こ こ で は 使 用 さ れ る 。 な ぜ な ら ば 、
こ れ ら の 材 料 は 、 当 該 機 能 材 料 を 可 溶 化 及 び ／ 又 は 分 散 さ せ る 固 有 の 能 力 を 有 す る か ら で
あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 流 体 キ ャ リ ヤ の 一 例 と し て は 、 二 酸 化 炭 素 、 亜 酸 化 窒 素 、 ア ン モ ニ ア 、 キ セ ノ ン 、 エ タ
ン 、 エ チ レ ン 、 プ ロ パ ン 、 プ ロ ピ レ ン 、 ブ タ ン 、 イ ソ ブ タ ン 、 ク ロ ロ ト リ フ ル オ ロ メ タ ン
、 モ ノ フ ル オ ロ メ タ ン 、 六 フ ッ 化 硫 黄 及 び こ れ ら の 混 合 物 が 挙 げ ら れ る 。 そ の 特 性 、 例 え
ば 低 い コ ス ト 、 広 範 囲 な 利 用 可 能 性 な ど に よ り 、 二 酸 化 炭 素 が 多 く の 用 途 に お い て 一 般 に
は 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 配 合 物 リ ザ ー バ １ ２ は 、 分 散 剤 及 び ／ 又 は 界 面 活 性 剤 の 有 無 に か か わ ら ず 、 密 度 が 0.1g
/cc以 上 の 圧 縮 気 体 、 圧 縮 液 体 又 は 超 臨 界 流 体 中 に 、 温 度 、 圧 力 、 容 積 及 び 濃 度 の 所 望 の
配 合 条 件 で 、 機 能 材 料 を 溶 解 及 び ／ 又 は 分 散 さ せ る の に 活 用 さ れ る 。 機 能 材 料 と 圧 縮 流 体
と の 組 み 合 わ せ は 、 典 型 的 に は 混 合 物 、 配 合 物 な ど と 呼 ば れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 配 合 物 リ ザ ー バ １ ２ は 、 配 合 条 件 で 安 全 に 作 業 す る こ と が で き る 任 意 の 好 適 な 材 料 か ら
形 成 す る こ と が で き る 。 0.001気 圧 (1.013 x 10 2 Pa)～ 1000気 圧 (1.013 x 10 8 Pa)及 び -25℃
～ 1000℃ の 作 業 範 囲 が 一 般 に は 好 ま し い 。 よ り 好 ま し い 範 囲 は 、 50～ 400気 圧 及 び -20～ 10
0℃ で あ る 。 典 型 的 に は 、 好 ま し い 材 料 は 種 々 の 等 級 の 高 圧 ス テ ン レ ス 鋼 を 含 む 。 し か し
、 特 定 の 付 着 用 途 が 規 定 す る 温 度 及 び ／ 又 は 圧 力 の 条 件 が さ ほ ど 極 端 な も の で な け れ ば 、
他 の 材 料 を 使 用 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 配 合 物 リ ザ ー バ １ ２ は 、 作 業 条 件 （ 圧 力 、 温 度 及 び 容 積 ） に 関 し て 正 確 に 制 御 さ れ る べ
き で あ る 。 機 能 材 料 の 溶 解 度 /分 散 度 は 、 配 合 物 リ ザ ー バ １ ２ 内 の 条 件 に 依 存 す る 。 そ の
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よ う な も の と し て 、 配 合 物 リ ザ ー バ １ ２ 内 の 作 業 条 件 の 変 化 が 小 さ な も の で あ っ て も 、 機
能 材 料 の 溶 解 度 /分 散 度 に 対 し て 不 所 望 な 影 響 を 与 え る お そ れ が あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 さ ら に 、 特 定 の 用 途 の た め に 、 圧 縮 流 体 中 に 機 能 材 料 を 可 溶 化 /分 散 さ せ る こ と が で き
る 任 意 の 好 適 な 界 面 活 性 剤 及 び ／ 又 は 分 散 剤 を 、 機 能 材 料 と 圧 縮 流 体 と の 混 合 物 中 に 取 り
入 れ る こ と が で き る 。 こ の よ う な 材 料 の 一 例 と し て は 、 フ ッ 素 系 ポ リ マ ー 、 例 え ば ペ ル フ
ル オ ロ ポ リ エ ー テ ル 、 シ ロ キ サ ン 化 合 物 、 ポ リ エ ー テ ル カ ー ボ ネ ー ト な ど が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 １ Ｂ ～ １ Ｄ を 参 照 し て 、 図 １ Ａ に 示 し た 本 発 明 の 別 の 態 様 を 説 明 す る 。 こ れ ら の 実 施
例 の そ れ ぞ れ に お い て 、 個 々 の 構 成 部 分 は 、 供 給 経 路 １ ６ に 沿 っ て 必 要 に 応 じ て 流 体 連 通
状 態 に あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 １ Ｂ 及 び １ Ｃ を 参 照 す る と 、 供 給 経 路 １ ６ に 沿 っ て 、 圧 力 制 御 機 構 １ ７ が 位 置 決 め さ
れ て い る 。 こ の 圧 力 制 御 機 構 １ ７ は 、 特 定 の 用 途 に 必 要 な 所 望 の 圧 力 を 形 成 し て 維 持 す る
の に 用 い ら れ る 。 圧 力 制 御 機 構 １ ７ は 、 図 １ Ｂ に 示 さ れ て い る よ う に 、 ポ ン プ １ ８ と 弁 １
５ と 圧 力 調 整 器 １ ９ ａ と を 含 ん で い て よ い 。 あ る い は 、 圧 力 制 御 機 構 １ ７ は 、 図 １ Ｃ に 示
さ れ て い る よ う に 、 ポ ン プ １ ８ と 弁 １ ５ と 多 段 式 圧 力 調 整 器 １ ９ ｂ と を 含 む こ と も で き る
。 さ ら に 、 圧 力 制 御 機 構 は 、 複 数 の 圧 力 制 御 装 置 な ど の 別 の 組 み 合 わ せ を 含 む こ と も で き
る 。 例 え ば 、 圧 力 制 御 機 構 １ ７ は 、 供 給 経 路 １ ６ に 沿 っ て 適 切 に 位 置 決 め さ れ た 付 加 的 な
弁 １ ５ 、 流 体 /配 合 物 の 流 量 を 調 整 す る た め の ア ク チ ュ エ ー タ 、 シ ス テ ム 作 業 圧 力 を 変 化
さ せ る た め の 可 変 容 積 装 置 な ど を 含 む こ と が で き る 。 典 型 的 に は 、 ポ ン プ １ ８ は 、 供 給 経
路 １ ６ に 沿 っ て 、 流 体 源 １ １ と 配 合 物 リ ザ ー バ １ ２ と の 間 に 位 置 決 め さ れ て い る 。 ポ ン プ
１ ８ は 、 シ ス テ ム 作 業 圧 力 な ど を 増 大 さ せ て 維 持 す る 高 圧 ポ ン プ で あ っ て よ い 。 圧 力 制 御
機 構 １ ７ は 、 供 給 シ ス テ ム １ ０ の 圧 力 を 監 視 す る た め に 、 任 意 の 数 の モ ニ タ ー 装 置 、 ゲ ー
ジ な ど を 含 ん で い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 特 定 の 用 途 の た め の 所 望 の 温 度 を 形 成 し て 維 持 す る た め に 、 供 給 経 路 １ ６ に 沿 っ て 、 温
度 制 御 機 構 ２ ０ が 位 置 決 め さ れ て い る 。 温 度 制 御 機 構 ２ ０ は 好 ま し く は 、 配 合 物 リ ザ ー バ
１ ２ に 位 置 決 め さ れ て い る 。 温 度 制 御 機 構 ２ ０ は ヒ ー タ を 含 む こ と が で き る 。 ヒ ー タ は 電
線 、 ウ ォ ー タ ・ ジ ャ ケ ッ ト 、 冷 却 コ イ ル 、 温 度 制 御 装 置 の 組 み 合 わ せ な ど を 含 む こ と が で
き る 。 温 度 制 御 機 構 は 、 供 給 シ ス テ ム １ ０ の 温 度 を 監 視 す る た め に 、 任 意 の 数 の モ ニ タ ー
装 置 、 ゲ ー ジ な ど を 含 ん で い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 排 出 装 置 １ ３ は 、 受 容 体 １ ４ に 向 か っ て 配 合 物 を 指 向 性 供 給 す る の を 可 能 に す る よ う に
位 置 決 め さ れ た ノ ズ ル ２ ３ を 含 ん で い る 。 排 出 装 置 １ ３ は 、 圧 縮 流 体 と 機 能 材 料 と の 混 合
物 又 は 配 合 物 の 流 量 を 調 整 す る た め に シ ャ ッ タ ー ２ ２ を 含 ん で い て も よ い 。 シ ャ ッ タ ー ２
２ は 、 所 定 の 様 式 で 配 合 物 の 流 量 を 調 整 す る （ す な わ ち 所 望 の 頻 度 で の オ ン ・ オ フ 動 作 又
は 部 分 開 放 動 作 ） 。 シ ャ ッ タ ー ２ ２ は 手 動 式 、 機 械 的 、 空 気 圧 式 、 電 気 的 又 は 電 子 的 に 作
動 さ せ る こ と が で き る 。 あ る い は 、 排 出 装 置 １ ３ は シ ャ ッ タ ー ２ ２ を 含 ま な く て も よ い （
図 １ Ｃ に 示 す ） 。 混 合 物 が 供 給 シ ス テ ム １ ０ 内 で 、 周 囲 条 件 と 比 較 し て 高 い 圧 力 下 に 置 か
れ る の に 伴 っ て 、 混 合 物 は 自 然 に よ り 低 い 圧 力 領 域 、 す な わ ち 周 囲 条 件 区 域 に 向 か っ て 移
動 す る こ と に な る 。 こ の よ う な 意 味 で 、 供 給 シ ス テ ム は 自 己 エ ネ ル ギ ー 付 与 型 で あ る と 言
わ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 受 容 体 １ ４ は 、 媒 体 搬 送 機 構 （ 図 示 せ ず ） の 上 で 位 置 決 め す る こ と が で き る 。 こ の 媒 体
搬 送 機 構 は 供 給 シ ス テ ム １ ０ の 作 業 中 に 受 容 体 の 運 動 を 制 御 す る の に 使 用 さ れ る 。 媒 体 搬
送 機 構 は ド ラ ム 、 ｘ ， ｙ ， ｚ 並 進 装 置 、 そ の 他 の 周 知 の 媒 体 搬 送 機 構 な ど で あ っ て よ い 。
媒 体 搬 送 機 構 及 び 受 容 体 １ ４ は 、 密 閉 容 器 内 に 密 閉 さ れ る か 、 又 は 密 閉 容 器 の 一 部 で あ っ
て よ い 。 こ の 密 閉 容 器 は 、 周 囲 の 被 覆 ／ 付 着 条 件 の 制 御 を 可 能 に す る 。 例 え ば 受 容 体 １ ４
は 真 空 室 、 又 は 、 窒 素 又 は そ の 他 の 何 ら か の 不 活 性 ガ ス を 含 有 す る 高 圧 室 内 に 配 置 さ れ て
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よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 １ Ｄ を 参 照 す る と 、 配 合 物 リ ザ ー バ １ ２ は 、 適 切 な 入 口 ポ ー ト ５ ２ ， ５ ４ ， ５ ６ と 、
出 口 ポ ー ト ５ ８ と を 有 す る 加 圧 容 器 で あ っ て よ い 。 入 口 ポ ー ト ５ ２ ， ５ ４ ， ５ ６ は 、 機 能
材 料 の た め の 入 口 ５ ２ 及 び 圧 縮 流 体 の た め の 入 口 ５ ４ と し て 使 用 す る こ と が で き る 。 あ る
い は 、 機 能 材 料 を 配 合 物 リ ザ ー バ １ ２ に 手 動 で 添 加 す る の に 、 入 口 ポ ー ト ５ ６ を 使 用 す る
こ と も で き る 。 出 口 ポ ー ト ５ ８ は 、 機 能 材 料 と 圧 縮 流 体 と の 混 合 物 の た め の 出 口 と し て 使
用 す る こ と が で き る 。 な お 、 図 １ Ｅ に 示 し た ノ ズ ル １ ３ は 、 バ ッ キ ン グ ・ ロ ー ラ 上 に 支 持
さ れ た 運 動 中 の フ レ キ シ ブ ル な 支 持 体 ４ ９ の 上 方 に 位 置 決 め さ れ て い る 。 こ の バ ッ キ ン グ
・ ロ ー ラ は 、 媒 体 搬 送 機 構 ５ ０ の 一 例 の 少 な く と も 一 部 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 機 能 材 料 の 自 動 化 さ れ た 供 給 が 望 ま れ る 場 合 、 機 能 材 料 の 供 給 経 路 ６ ２ に 沿 っ て 、 機 能
材 料 源 ６ ４ と 配 合 物 リ ザ ー バ １ ２ と の 間 に 、 ポ ン プ ６ ０ が 位 置 決 め さ れ て い る 。 ポ ン プ ６
０ は 所 望 の 量 の 機 能 材 料 を 、 入 口 ポ ー ト ５ ２ を 介 し て 配 合 物 リ ザ ー バ １ ２ 内 に 圧 送 す る 。
配 合 物 リ ザ ー バ １ ２ は 、 少 量 の 機 能 材 料 、 又 は 機 能 材 料 と 圧 縮 流 体 と の 混 合 物 を 挿 入 又 は
除 去 す る た め の 、 付 加 的 な 入 口 /出 口 ポ ー ト ５ ９ を 含 む こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 １ Ｅ を 参 照 す る と 、 配 合 物 リ ザ ー バ １ ２ は 、 機 能 材 料 と 圧 縮 流 体 と の 混 合 物 を 形 成 す
る た め に 使 用 さ れ る 混 合 装 置 ７ ０ を 含 む こ と が で き る 。 典 型 的 な こ と で は あ る が 、 機 能 材
料 の タ イ プ 及 び 圧 縮 流 体 の タ イ プ い か ん で は 、 機 能 材 料 と 圧 縮 流 体 と の 混 合 物 を 形 成 す る
た め に 、 混 合 装 置 ７ ０ が い つ も 必 要 と な る わ け で は な い 。 混 合 装 置 ７ ０ は 、 出 力 /制 御 源
７ ４ に 接 続 さ れ た 混 合 エ レ メ ン ト ７ ２ を 含 ん で い て よ く 、 こ れ に よ り 、 機 能 材 料 が 圧 縮 流
体 中 に 分 散 す る か 、 又 は 圧 縮 流 体 と 共 に 溶 液 を 形 成 す る こ と が 保 証 さ れ る 。 混 合 エ レ メ ン
ト ７ ２ は 、 音 響 素 子 、 機 械 部 材 及 び ／ 又 は 電 磁 素 子 で あ っ て よ い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 １ Ｄ 、 １ Ｅ 及 び 図 ４ Ａ ～ ４ Ｊ を 参 照 す る と 、 配 合 物 リ ザ ー バ １ ２ は 、 上 述 の よ う に 、
リ ザ ー バ 内 の 温 度 条 件 及 び 圧 力 条 件 を 検 出 し て 監 視 す る た め の 適 正 な 計 測 機 器 を 備 え た 、
好 適 な 温 度 制 御 機 構 ２ ０ と 圧 力 制 御 機 構 １ ７ （ 図 １ Ｄ 及 び １ Ｅ 参 照 ） と を 含 む こ と も で き
る 。 例 え ば 、 配 合 物 リ ザ ー バ １ ２ は 、 圧 力 を 制 御 し て 維 持 す る た め の 可 動 ピ ス ト ン 装 置 ７
６ な ど を 含 む こ と が で き る （ 図 ４ Ａ 及 び ４ Ｂ 参 照 ） 。 配 合 物 リ ザ ー バ １ ２ は 、 リ ザ ー バ 内
の 温 度 の 正 確 な 制 御 を 可 能 に す る よ う に 装 備 す る こ と も で き る 。 例 え ば 配 合 物 リ ザ ー バ １
２ は 、 電 線 ８ ０ （ 図 ４ Ｄ 及 び ４ Ｈ 参 照 ） 、 電 気 テ ー プ 、 ウ ォ ー タ ・ ジ ャ ケ ッ ト ８ ２ （ 図 ４
Ｆ 及 び ４ Ｉ 参 照 ） 、 そ の 他 の 加 熱 /冷 却 流 体 ジ ャ ケ ッ ト 、 冷 却 コ イ ル ８ ４ （ 図 ４ Ｅ 及 び ４
Ｊ 参 照 ） な ど を 用 い た 電 気 的 な 加 熱 /冷 却 ゾ ー ン ７ ８ （ 図 ４ Ｃ 及 び ４ Ｇ 参 照 ） を 含 み 、 こ
れ に よ り 温 度 を 制 御 し て 維 持 す る こ と が で き る 。 温 度 制 御 機 構 ２ ０ は 、 配 合 物 リ ザ ー バ １
２ 内 に 位 置 決 め す る こ と が で き 、 又 は 、 配 合 物 リ ザ ー バ の 外 側 に 位 置 決 め す る こ と も で き
る 。 加 え て 、 温 度 制 御 機 構 ２ ０ は 、 配 合 物 リ ザ ー バ １ ２ の 一 部 に わ た っ て 、 又 は 配 合 物 リ
ザ ー バ １ ２ 全 体 に わ た っ て 、 又 は 配 合 物 リ ザ ー バ １ ２ の 領 域 全 体 に わ た っ て 位 置 決 め す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ４ Ｋ を 参 照 す る と 、 配 合 物 リ ザ ー バ １ ２ は 、 適 切 な 光 フ ァ イ バ ー 又 は カ メ ラ セ ッ ト を
使 用 し て 手 動 観 察 又 は デ ジ タ ル 観 察 す る た め の 任 意 の 数 の 好 適 な 高 圧 ウ ィ ン ド ウ ８ ６ を 含
む こ と も で き る 。 こ の ウ ィ ン ド ウ ８ ６ は 典 型 的 に は 、 サ フ ァ イ ア 又 は 石 英 、 あ る い は 、 リ
ザ ー バ 内 容 物 を 観 察 /検 出 /分 析 す る た め の 適 切 な 周 波 数 の 輻 射 線 の 通 過 （ 可 視 線 、 赤 外 線
、 Ｘ 線 な ど の 観 察 /検 出 /分 析 技 術 の 利 用 ） を 可 能 に す る そ の 他 の 好 適 な 材 料 な ど か ら 形 成
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 10,000psi以 上 の オ ー ダ の 高 い 圧 力 に 耐 え る た め に 、 配 合 物 リ ザ ー バ １ ２ は 、 適 切 な 構
造 材 料 か ら 形 成 さ れ て い る 。 典 型 的 に は 、 ス テ ン レ ス 鋼 が 好 ま し い 構 造 材 料 で は あ る が 、
そ の 他 の 高 圧 金 属 、 合 金 、 及 び ／ 又 は 金 属 複 合 材 料 を 使 用 す る こ と も で き る 。
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【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 １ Ｆ を 参 照 す る と 、 上 記 と は 異 な る 装 置 に お い て 、 機 能 材 料 と 圧 縮 流 体 と の 熱 力 学 的
に 安 定 /準 安 定 な 混 合 物 を 、 １ つ の 配 合 物 リ ザ ー バ １ ２ 内 で 調 製 し 、 次 い で 高 圧 容 器 １ ２
ａ で あ る １ つ 又 は ２ つ 以 上 の 付 加 的 な 配 合 物 リ ザ ー バ に 輸 送 す る こ と が で き る 。 例 え ば 単
独 の 大 型 の 配 合 物 リ ザ ー バ １ ２ を １ つ 又 は ２ つ 以 上 の 補 助 的 な 高 圧 容 器 １ ２ ａ に 好 適 に 接
続 す る こ と が で き る 。 こ れ ら の 補 助 的 な 高 圧 容 器 １ ２ ａ は 、 機 能 材 料 と 圧 縮 流 体 と の 混 合
物 を 、 制 御 さ れ た 温 度 条 件 及 び 圧 力 条 件 で 維 持 す る 。 こ の 場 合 、 そ れ ぞ れ の 補 助 的 な 高 圧
容 器 １ ２ ａ は １ つ 又 は ２ つ 以 上 の 排 出 装 置 １ ３ に 混 合 物 を 送 出 す る 。 リ ザ ー バ １ ２ 及 び １
２ ａ の い ず れ か 又 は 両 方 と も 、 温 度 制 御 機 構 ２ ０ 及 び ／ 又 は 圧 力 制 御 機 構 １ ７ を 備 え る こ
と が で き る 。 排 出 装 置 １ ３ は 、 単 独 の 受 容 体 １ ４ 又 は 複 数 の 受 容 体 １ ４ に 向 か っ て 混 合 物
を 導 く こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 １ Ｇ を 参 照 す る と 、 供 給 シ ス テ ム １ ０ は 、 好 適 な 機 能 材 料 を 注 入 す る た め の ポ ー ト 、
ビ ュ ー ・ セ ル 、 及 び フ ー リ エ 変 換 赤 外 分 光 法 、 光 散 乱 法 、 紫 外 分 光 法 又 は 可 視 分 光 法 の よ
う な 好 適 な 分 析 装 置 を 含 む こ と が で き 、 こ れ に よ り 供 給 シ ス テ ム １ ０ と 供 給 シ ス テ ム の 構
成 部 分 と の 監 視 が 可 能 に な る 。 さ ら に 、 供 給 シ ス テ ム １ ０ は 、 供 給 シ ス テ ム １ ０ を 制 御 す
る た め 、 任 意 の 数 の 制 御 装 置 ８ ８ と 、 マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ ９ ０ な ど を 含 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 １ Ａ ～ 図 １ Ｇ に 示 さ れ た ノ ズ ル １ ３ は 、 開 放 条 件 で 支 持 体 に 噴 霧 を 供 給 し て い る が 、
当 業 者 に は 明 ら か な よ う に 、 こ の よ う な コ ー テ ィ ン グ 塗 布 は 密 閉 容 器 （ 図 示 せ ず ） 内 で 実
施 さ れ る の が 典 型 的 で あ る 。 こ の 密 閉 容 器 は そ の 内 部 の 周 囲 条 件 を 制 御 す る の を 可 能 に す
る 。 密 閉 容 器 の 周 囲 条 件 は 温 度 、 圧 力 及 び 湿 度 の 範 囲 を 含 む 。 こ の よ う な 条 件 は 密 閉 容 器
に 循 環 さ せ ら れ る 不 活 性 ガ ス 、 例 え ば 二 酸 化 炭 素 、 窒 素 、 ア ル ゴ ン に よ っ て 維 持 さ れ て よ
い 。 好 ま し い 湿 度 条 件 の 範 囲 は 0～ 25%、 よ り 好 ま し く は 0～ 5%、 さ ら に よ り 好 ま し く は 0～
1%を 含 む 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ２ Ａ を 参 照 し て 、 排 出 装 置 １ ３ を よ り 詳 細 に 説 明 す る 。 排 出 ア セ ン ブ リ は 、 オ ン ・ オ
フ 弁 ２ １ を 含 む こ と が で き る 。 こ の オ ン ・ オ フ 弁 は 、 濃 密 な 液 体 配 合 物 の 流 量 を 調 整 す る
よ う に 手 動 又 は 自 動 で 作 動 さ せ る こ と が で き る 。 排 出 装 置 １ ３ は シ ャ ッ タ ー 装 置 ２ ２ を 含
む 。 こ の シ ャ ッ タ ー 装 置 は 、 プ ロ グ ラ ミ ン グ 可 能 な 弁 で あ っ て も よ い 。 シ ャ ッ タ ー 装 置 ２
２ は 流 れ を オ ン ・ オ フ す る よ う に 制 御 さ れ る こ と が 可 能 な の で 、 配 合 物 の 流 れ は 、 排 出 装
置 １ ３ の 有 効 横 断 面 の 全 て 又 は 一 部 を 占 め る こ と に な る 。 さ ら に 、 シ ャ ッ タ ー 装 置 は 、 配
合 物 の 流 量 を 調 節 又 は 調 整 す る た め に 、 部 分 的 に 開 閉 す る こ と が で き る 。 排 出 ア セ ン ブ リ
は ま た 、 ノ ズ ル ２ ３ を 含 む 。 こ の ノ ズ ル ２ ３ は 必 要 に 応 じ て 、 ノ ズ ル 加 熱 モ ジ ュ ー ル ２ ６
と ノ ズ ル ・ シ ー ル ド ガ ス ・ モ ジ ュ ー ル ２ ７ と を 備 え る こ と が で き 、 こ れ に よ り ビ ー ム 視 準
を 助 成 す る 。 排 出 装 置 １ ３ は ま た 、 流 れ デ フ レ ク タ 及 び ／ 又 は キ ャ ッ チ ャ ー モ ジ ュ ー ル ２
４ を 含 み 、 こ れ に よ り 、 噴 霧 が 受 容 体 ２ ５ に 達 す る 前 に 噴 霧 を 成 形 す る の を 助 成 す る 。 排
出 装 置 １ ３ の 構 成 部 分 ２ ２ ～ ２ ４ 、 ２ ６ 及 び ２ ７ は 、 供 給 経 路 １ ６ に 対 し て 相 対 的 に 位 置
決 め さ れ る の で 、 配 合 物 は 供 給 経 路 １ ６ に 沿 っ て 進 み 続 け る こ と に な る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 あ る い は 、 シ ャ ッ タ ー 装 置 ２ ２ は 、 ノ ズ ル 加 熱 モ ジ ュ ー ル ２ ６ 及 び ノ ズ ル ・ シ ー ル ド ガ
ス ・ モ ジ ュ ー ル ２ ７ の 後 方 に 、 又 は ノ ズ ル 加 熱 モ ジ ュ ー ル ２ ６ と ノ ズ ル ・ シ ー ル ド ガ ス ・
モ ジ ュ ー ル ２ ７ と の 間 に 位 置 決 め す る こ と も で き る 。 加 え て 、 ノ ズ ル ・ シ ー ル ド ガ ス ・ モ
ジ ュ ー ル ２ ７ は 、 流 れ デ フ レ ク タ 及 び キ ャ ッ チ ャ ー モ ジ ュ ー ル ２ ４ を 有 し て い る 場 合 の よ
う に 、 或 る 特 定 の 用 途 に は 必 要 で な い 場 合 が あ る 。 あ る い は 、 排 出 装 置 １ ３ は 、 流 れ デ フ
レ ク タ 及 び キ ャ ッ チ ャ ー モ ジ ュ ー ル ２ ４ を 含 み 、 シ ャ ッ タ ー 装 置 ２ ２ を 含 ま な い こ と も あ
り 得 る 。 こ の 場 合 に は 、 流 れ デ フ レ ク タ 及 び キ ャ ッ チ ャ ー モ ジ ュ ー ル ２ ４ は 、 供 給 経 路 １
６ に 沿 っ て 運 動 可 能 に 位 置 決 め し て 、 配 合 物 の 流 量 を 調 整 す る の に 使 用 す る こ と が で き 、
こ れ に よ り 、 配 合 物 の 連 続 流 が 出 る 一 方 で 、 不 連 続 的 な 付 着 が な お も 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
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　 ノ ズ ル ２ ３ は 、 ｘ ， ｙ ， ｚ 方 向 に 並 進 運 動 可 能 で あ っ て よ く 、 こ れ に よ り 、 受 容 体 １ ４
上 の 好 適 な 不 連 続 的 及 び ／ 又 は 連 続 的 な 機 能 材 料 の 付 着 を 可 能 に す る 。 ノ ズ ル の 並 進 運 動
は 、 手 動 式 、 機 械 的 、 空 気 圧 式 、 電 気 的 、 電 子 的 又 は コ ン ピ ュ ー タ 化 さ れ た 制 御 機 構 を 介
し て 達 成 す る こ と が で き る 。 受 容 体 １ ４ 及 び ／ 又 は 媒 体 搬 送 機 構 ５ ０ が ｘ ， ｙ ， ｚ 方 向 に
並 進 運 動 可 能 で あ っ て も よ く 、 こ れ に よ り 、 受 容 体 １ ４ 上 の 機 能 材 料 の 好 適 な 付 着 が 可 能
に な る 。 あ る い は 、 特 定 の 用 途 に 応 じ て 、 受 容 体 １ ４ 及 び ノ ズ ル ２ ３ の 両 方 が ｘ ， ｙ ， ｚ
方 向 に 並 進 運 動 可 能 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ノ ズ ル ２ ３ 及 び ／ 又 は 受 容 体 １ ４ の 並 進 運 動 に 加 え て 、 ノ ズ ル ２ ３ と 受 容 体 １ ４ と の 相
対 運 動 を 達 成 す る た め に 多 く の 形 態 が 可 能 で あ る 。 こ れ ら の 形 態 は こ の 方 法 を 実 施 す る の
に 好 ま し い 。 例 え ば 、 受 容 体 １ ４ は フ レ キ シ ブ ル で あ っ て よ く 、 回 転 ド ラ ム に 解 離 可 能 に
付 着 さ せ る こ と が で き 、 こ れ に よ り １ つ の 動 作 軸 が 提 供 さ れ 、 ノ ズ ル の 並 進 運 動 に よ り 、
第 ２ の 動 作 軸 が 提 供 さ れ る 。 あ る い は 、 受 容 体 は ウ ェ ブ で あ っ て も よ く 、 こ の ウ ェ ブ は ロ
ー ラ を 介 し て ノ ズ ル の 正 面 に 与 え ら れ る 。 機 械 要 素 の 並 進 及 び ／ 又 は 回 転 に 関 与 す る 多 く
の こ の よ う な 形 態 は 、 下 記 の 同 時 係 属 出 願 、 つ ま り 2002年 6月 5日 に Sridhar Sadasivan他
の 名 で 出 願 さ れ た 米 国 特 許 出 願 番 号 10/163,326号 明 細 書 {表 題 「 印 刷 、 ク リ ー ニ ン グ 及 び
校 正 の 方 法 及 び 装 置 (METHOD AND APPARATUS FOR PRINTING, CLEANING, AND CALIBRATING)
}、 及 び 、 2002年 1月 17日 に Sridhar Sadasivan他 の 名 で 出 願 さ れ た 米 国 特 許 出 願 番 号 10/05
1,888号 明 細 書 {表 題 「 印 刷 及 び コ ー テ ィ ン グ の 方 法 及 び 装 置 (METHOD AND APPARATUS FOR 
PRINTING AND COATING)}に 見 出 す こ と が で き る 。 こ れ ら の 内 容 を 参 考 の た め 本 明 細 書 中 に
引 用 す る 。 こ の 出 願 の 残 り の 部 分 で は 好 ま し い 方 法 の 実 施 を 論 じ 、 こ れ は 具 体 的 に は 並 進
運 動 機 構 及 び 剛 性 支 持 体 に 関 す る も の で あ る が 、 層 を 剛 性 支 持 体 に 付 け る こ と に 本 発 明 の
用 途 を 限 定 す る も の で は な い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 ２ Ｂ ～ ２ Ｍ を 参 照 す る と 、 ノ ズ ル ２ ３ は 、 受 容 体 １ ４ に 向 か っ て 配 合 物 の 流 れ を 導 く
よ う に 機 能 す る 。 ノ ズ ル は 、 機 能 材 料 が 受 容 体 １ ４ に 衝 突 す る 際 の 最 終 速 度 を 減 衰 す る の
に も 使 用 さ れ る 。 従 っ て 、 ノ ズ ル の 幾 何 学 的 形 状 は 、 特 定 の 用 途 に 応 じ て 変 わ っ て よ い 。
例 え ば ノ ズ ル の 幾 何 学 的 形 状 は 、 所 定 の 形 状 （ 円 筒 形 ２ ８ 、 正 方 形 ２ ９ 、 三 角 形 ３ ０ な ど
） を 有 す る 一 定 区 域 で あ る か 、 又 は 先 細 可 変 区 域 ３ １ 、 末 広 可 変 区 域 ３ ８ 、 又 は 先 細 ・ 末
広 可 変 区 域 ３ ２ で あ っ て よ い 。 こ の 場 合 、 そ れ ぞ れ の 種 々 の 形 状 は 、 先 細 角 度 及 び ／ 又 は
末 広 角 度 を 変 化 さ せ る こ と に よ り 利 用 可 能 で あ る 。 あ る い は 、 一 定 区 域 と 可 変 区 域 と の 組
み 合 わ せ 、 例 え ば 先 細 ・ 末 広 ノ ズ ル と 、 管 状 の 延 在 部 な ど と の 組 み 合 わ せ を 用 い る こ と も
で き る 。 さ ら に 、 ノ ズ ル ２ ３ は 、 同 軸 的 、 軸 対 称 的 、 又 は 非 対 称 的 な 形 状 、 又 は こ れ ら の
組 み 合 わ せ （ 総 体 的 に 形 状 ３ ３ と し て 示 す ） を 可 能 に す る 形 状 ３ ３ を 有 す る こ と が で き る
。 ノ ズ ル ２ ３ の 形 状 ２ ８ ， ２ ９ ， ３ ０ ， ３ １ ， ３ ２ ， ３ ３ は 、 配 合 物 の 流 量 を 調 整 す る の
を 助 成 す る こ と が で き る 。 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 例 の 場 合 、 ノ ズ ル ２ ３ は 、 先 細 区 分 又 は
先 細 モ ジ ュ ー ル ３ ４ と 、 ス ロ ー ト 区 分 又 は ス ロ ー ト モ ジ ュ ー ル ３ ５ と 、 末 広 区 分 又 は 末 広
モ ジ ュ ー ル ３ ６ と を 含 ん で い る 。 ノ ズ ル ２ ３ の ス ロ ー ト 区 分 又 は ス ロ ー ト モ ジ ュ ー ル ３ ５
は 、 直 線 区 分 又 は 直 線 モ ジ ュ ー ル ３ ７ を 有 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 排 出 装 置 １ ３ は 、 受 容 体 １ ４ 上 に 機 能 材 料 を 導 く の に 役 立 つ 。 排 出 装 置 １ ３ 又 は 排 出 装
置 １ ３ の 一 部 は 定 置 で あ っ て よ く 、 あ る い は 、 必 要 に 応 じ て 旋 回 又 は ラ ス タ ー す る こ と も
で き 、 こ れ に よ り 高 解 像 度 と 、 受 容 体 １ ４ 上 へ の 機 能 材 料 の 高 精 度 の 付 着 と が 可 能 に な る
。 あ る い は 、 排 出 装 置 １ ３ は 定 置 の ま ま で 、 受 容 体 １ ４ が 所 定 の 様 式 で 運 動 す る こ と も で
き る 。 シ ャ ッ タ ー 装 置 ２ ２ は 、 ノ ズ ル ２ ３ の 後 方 に 位 置 決 め す る こ と も で き る 。 こ の よ う
な も の と し て 、 シ ャ ッ タ ー 装 置 ２ ２ と ノ ズ ル ２ ３ と は 、 別 個 の 装 置 で あ っ て よ く 、 こ れ に
よ り 、 独 立 し た 制 御 装 置 と 共 に シ ャ ッ タ ー ２ ２ が ノ ズ ル ２ ３ の 手 前 又 は 後 方 に 位 置 決 め さ
れ 、 付 着 の 融 通 性 を 最 大 限 に す る こ と が で き る 。 あ る い は 、 シ ャ ッ タ ー 装 置 ２ ２ は ノ ズ ル
２ ３ 内 に 一 体 的 に 形 成 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
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　 供 給 シ ス テ ム １ ０ の 作 業 を 以 下 に 説 明 す る 。 図 ３ Ａ ～ ３ Ｄ は 、 供 給 シ ス テ ム １ ０ の 作 業
を 概 略 的 に 示 す 図 で あ る 。 こ れ ら の 図 は 本 発 明 の 範 囲 を 限 定 す る も の で は 決 し て な い 。 圧
縮 流 体 ４ １ 中 の 機 能 材 料 ４ ０ の 配 合 物 ４ ２ が 、 配 合 物 リ ザ ー バ １ ２ 内 で 調 製 さ れ る 。 固 相
又 は 液 相 の 当 該 任 意 の 材 料 で あ る 機 能 材 料 ４ ０ を 、 圧 縮 流 体 ４ １ 中 に （ 図 ３ Ａ に 示 す よ う
に ） 分 散 及 び ／ 又 は 溶 解 さ せ 、 混 合 物 又 は 配 合 物 ４ ２ を 形 成 す る こ と が で き る 。 機 能 材 料
４ ０ は 、 配 合 物 中 に 使 用 さ れ る 機 能 材 料 ４ ０ の タ イ プ に 応 じ て 、 種 々 の 形 状 及 び サ イ ズ を
有 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 圧 縮 流 体 ４ １ は 連 続 相 を 形 成 し 、 機 能 材 料 ４ ０ は 分 散 単 一 相 及 び ／ 又 は 溶 解 単 一 相 を 形
成 す る 。 配 合 物 ４ ２ （ 機 能 材 料 ４ ０ 及 び 圧 縮 流 体 ４ １ ） は 、 特 定 の 用 途 に 用 い ら れ る 機 能
材 料 ４ ０ 及 び 圧 縮 流 体 ４ １ に 適 し た 温 度 及 び 圧 力 で 維 持 さ れ る 。 シ ャ ッ タ ー ２ ２ は 制 御 さ
れ た 量 の 配 合 物 ４ ２ の 排 出 を 可 能 に す る よ う に 作 動 さ せ ら れ る 。 ノ ズ ル ２ ３ は 、 一 般 に は
円 形 又 は 楕 円 形 の 形 状 で 、 支 持 体 に 噴 霧 を 供 給 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 機 能 材 料 ４ ０ は 、 配 合 物 リ ザ ー バ １ ２ 内 に 制 御 可 能 に 導 入 さ れ る 。 圧 縮 流 体 ４ １ も 、 配
合 物 リ ザ ー バ １ ２ 内 に 制 御 可 能 に 導 入 さ れ る 。 配 合 物 リ ザ ー バ １ ２ の 内 容 物 は 、 混 合 装 置
７ ０ を 使 用 し て 好 適 に 混 合 さ れ 、 こ れ に よ り 、 機 能 材 料 ４ ０ と 圧 縮 流 体 ４ １ と の 密 な 接 触
が 保 証 さ れ る 。 混 合 過 程 が 進 行 す る の に 伴 っ て 、 機 能 材 料 ４ ０ は 圧 縮 流 体 ４ １ 中 に 溶 解 又
は 分 散 さ せ ら れ る 。 溶 解 ／ 分 散 過 程 は 、 機 能 材 料 ４ ０ の 量 及 び 混 合 の 進 行 速 度 を 含 め て 、
機 能 材 料 ４ ０ 自 体 、 機 能 材 料 ４ ０ の 粒 度 及 び 粒 度 分 布 （ 機 能 材 料 ４ ０ が 固 体 の 場 合 ） 、 使
用 さ れ る 圧 縮 流 体 ４ １ 、 配 合 物 リ ザ ー バ １ ２ 内 の 温 度 、 圧 力 に 依 存 す る 。 混 合 過 程 が 完 了
し た と き に は 、 機 能 材 料 と 圧 縮 流 体 と の 混 合 物 又 は 配 合 物 ４ ２ は 、 熱 力 学 的 に 安 定 /準 安
定 で あ る 。 そ れ と い う の も 、 配 合 物 室 内 の 温 度 及 び 圧 力 が 一 定 に 維 持 さ れ て い る 限 り 、 い
つ ま で も 同 じ 状 態 で 含 有 さ れ る よ う に 、 機 能 材 料 が 圧 縮 流 体 中 に 溶 解 又 は 分 散 さ せ ら れ て
い る か ら で あ る 。 こ の よ う な 状 態 は 、 リ ザ ー バ 内 の 温 度 及 び 圧 力 の 熱 力 学 的 条 件 が 変 化 し
な い 場 合 に は 、 配 合 物 室 内 で 機 能 材 料 粒 子 の 沈 降 、 析 出 及 び ／ 又 は 凝 集 が 生 じ な い と い う
点 に お い て 、 他 の 物 理 的 混 合 物 と は 区 別 さ れ る 。 こ の よ う な も の と し て 、 機 能 材 料 ４ ０ と
圧 縮 流 体 ４ １ と の 混 合 物 又 は 配 合 物 ４ ２ は 、 熱 力 学 的 に 安 定 /準 安 定 で あ る と 言 わ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 機 能 材 料 ４ ０ は 、 固 体 又 は 液 体 で あ っ て よ い 。 さ ら に 、 機 能 材 料 ４ ０ は 、 有 機 分 子 、 高
分 子 、 有 機 金 属 分 子 、 有 機 ナ ノ 粒 子 、 ポ リ マ ー ナ ノ 粒 子 、 有 機 金 属 ナ ノ 粒 子 、 有 機 ミ ク ロ
粒 子 、 ポ リ マ ー ミ ク ロ 粒 子 、 有 機 金 属 ミ ク ロ 粒 子 及 び ／ 又 は こ れ ら の 材 料 の 複 合 材 料 な ど
で あ っ て よ い 。 配 合 物 リ ザ ー バ １ ２ 内 で 圧 縮 流 体 ４ １ と 好 適 に 混 合 さ せ た 後 、 機 能 材 料 ４
０ は 、 圧 縮 流 体 ４ １ と の 熱 力 学 的 に 安 定 /準 安 定 な 混 合 物 中 で 均 一 に 分 布 さ れ る 。 こ の 混
合 物 は 溶 液 又 は 分 散 系 で あ っ て よ い 。 こ の 熱 力 学 的 に 安 定 /準 安 定 な 混 合 物 又 は 配 合 物 ４
２ は 、 配 合 物 リ ザ ー バ １ ２ か ら 排 出 装 置 １ ３ を 介 し て 制 御 可 能 に 放 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 排 出 過 程 中 、 温 度 条 件 及 び ／ 又 は 圧 力 条 件 が 変 化 す る に つ れ て 、 機 能 材 料 ４ ０ は 圧 縮 流
体 ４ １ か ら 析 出 さ れ る 。 析 出 さ れ た 機 能 材 料 ４ ４ は 、 排 出 装 置 １ ３ に よ っ て 、 集 束 ビ ー ム
及 び ／ 又 は 視 準 ビ ー ム と し て 受 容 体 １ ４ に 向 か っ て 導 か れ る 。 受 容 体 １ ４ 上 に 付 着 し た 機
能 材 料 ４ ０ の 粒 度 は 典 型 的 に は 1nm～ 1000nmの 範 囲 内 に あ る 。 排 出 装 置 １ ３ 内 の 温 度 及 び
／ 又 は 圧 力 の 変 化 率 、 排 出 装 置 １ ３ に 対 す る 受 容 体 １ ４ の 相 対 位 置 、 及 び 排 出 装 置 １ ３ の
外 側 の 周 囲 条 件 を 制 御 す る こ と に よ り 、 粒 度 分 布 を 均 一 に な る よ う に 制 御 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 供 給 シ ス テ ム １ ０ は ま た 、 配 合 物 ４ ２ の 温 度 及 び 圧 力 を 適 切 に 変 化 さ せ る よ う に 構 成 さ
れ て お り 、 こ れ に よ り 、 機 能 材 料 ４ ０ の 制 御 さ れ た 析 出 及 び ／ 又 は 凝 集 が 可 能 に な る 。 圧
力 が 典 型 的 に 段 階 的 に 低 下 す る に つ れ て 、 配 合 物 ４ ２ の 流 体 の 流 れ は 、 自 己 エ ネ ル ギ ー 付
与 さ れ る 。 配 合 物 ４ ２ の 条 件 に 引 き 続 き 変 化 （ 圧 力 の 変 化 、 温 度 の 変 化 な ど ） が 加 わ る と
、 圧 縮 流 体 ４ １ の 蒸 発 （ 総 体 的 に 符 号 ４ ５ で 示 す ） と 相 俟 っ て 、 機 能 材 料 ４ ０ の 析 出 及 び
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／ 又 は 凝 集 が 生 じ る 。 そ の 結 果 と し て 析 出 及 び ／ 又 は 凝 集 さ せ ら れ た 機 能 材 料 ４ ４ は 、 精
密 か つ 正 確 に 受 容 体 １ ４ 上 に 付 着 す る 。 圧 縮 流 体 ４ １ の 蒸 発 ４ ５ は 、 排 出 装 置 １ ３ の 外 側
に 位 置 す る 領 域 内 で 発 生 す る こ と が で き る 。 あ る い は 、 圧 縮 気 体 、 超 臨 界 流 体 及 び ／ 又 は
圧 縮 液 体 ４ １ の 蒸 発 ４ ５ は 、 排 出 装 置 １ ３ 内 で 始 ま り 、 排 出 装 置 １ ３ の 外 側 に 位 置 す る 領
域 内 で 継 続 す る こ と も で き る 。 あ る い は 、 蒸 発 ４ ５ は 、 排 出 装 置 １ ３ 内 で 発 生 す る こ と も
で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 配 合 物 ４ ２ が 排 出 装 置 １ ３ を 貫 流 す る の に 伴 っ て 、 機 能 材 料 ４ ０ と 圧 縮 流 体 ４ １ と か ら
成 る 噴 霧 ４ ３ （ 流 れ な ど ） が 形 成 さ れ る 。 受 容 体 １ ４ は 経 路 １ ６ に 沿 っ て 位 置 決 め さ れ て
、 析 出 及 び ／ 又 は 凝 集 さ せ ら れ た 機 能 材 料 ４ ４ が 受 容 体 １ ４ 上 に 付 着 す る よ う に な っ て い
る 。 受 容 体 １ ４ と 排 出 ア セ ン ブ リ と の 間 隔 は 、 圧 縮 流 体 ４ １ が 受 容 体 １ ４ に 達 す る 前 に 、
圧 縮 流 体 状 態 か ら 蒸 発 し て 気 相 （ 総 体 的 に 符 号 ４ ５ で 示 す ） に な る よ う に 選 ば れ る 。 従 っ
て 、 続 い て 受 容 体 の 乾 燥 処 理 を 行 う 必 要 は な い 。 し か し 、 皮 膜 ア ニ ー ル の 目 的 で 加 熱 が 必
要 と な る 場 合 が あ る 。 さ ら に 、 配 合 物 ４ ２ が ノ ズ ル ２ ３ か ら 排 出 さ れ 、 機 能 材 料 が 析 出 さ
れ る の に 続 い て 、 外 部 装 置 、 例 え ば 電 磁 場 、 機 械 的 な シ ー ル ド 、 磁 気 レ ン ズ 、 静 電 レ ン ズ
な ど を 使 用 し て 、 付 加 的 な 噴 霧 成 形 が 達 成 さ れ て よ い 。 あ る い は 、 受 容 体 １ ４ は 荷 電 又 は
静 帯 電 さ れ て 、 機 能 材 料 ４ ０ の 位 置 が 制 御 さ れ る よ う に な っ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 機 能 材 料 ４ ０ の 個 々 の 粒 子 ４ ６ が ノ ズ ル ２ ３ か ら 排 出 さ れ る 速 度 を 制 御 す る こ と も 望 ま
し い 。 供 給 シ ス テ ム １ ０ 内 か ら 作 業 環 境 へ 相 当 の 圧 力 低 下 が 生 じ る に つ れ て 、 こ の 圧 力 差
は 、 供 給 シ ス テ ム １ ０ の ポ テ ン シ ャ ル エ ネ ル ギ ー を 運 動 エ ネ ル ギ ー に 変 換 す る 。 こ の 運 動
エ ネ ル ギ ー は 、 機 能 材 料 粒 子 ４ ６ を 受 容 体 １ ４ 上 に 推 進 す る 。 こ れ ら の 粒 子 ４ ６ の 速 度 は
、 ノ ズ ル を 好 適 に 構 成 し 、 シ ス テ ム 内 の 作 業 圧 力 及 び 作 業 温 度 の 変 化 率 を 制 御 す る こ と に
よ っ て 制 御 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 配 合 物 ４ ２ が ノ ズ ル ２ ３ か ら 排 出 さ れ 、 機 能 材 料
が 析 出 さ れ る の に 続 い て 、 外 部 装 置 、 例 え ば 電 磁 場 、 機 械 的 な シ ー ル ド 、 磁 気 レ ン ズ 、 静
電 レ ン ズ な ど を 使 用 し て 、 機 能 材 料 ４ ０ の 付 加 的 な 速 度 調 整 が 達 成 さ れ て よ い 。 ノ ズ ル の
構 成 及 び 受 容 体 １ ４ に 対 す る 相 対 位 置 も ま た 、 機 能 材 料 ４ ０ の 付 着 の 噴 霧 形 状 を 決 定 す る
。 実 際 の ノ ズ ル 構 成 は 、 扱 わ れ る 特 定 の 用 途 に 依 存 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 ノ ズ ル ２ ３ の 温 度 を 制 御 す る こ と も で き る 。 ノ ズ ル 温 度 は 、 特 定 の 用 途 の 必 要 に 応 じ て
制 御 す る こ と が で き 、 こ れ に よ り 、 ノ ズ ル 開 口 ４ ７ が 流 体 の 所 望 の 流 れ 特 性 を 維 持 す る こ
と が 保 証 さ れ る 。 ノ ズ ル 温 度 は 、 ウ ォ ー タ ・ ジ ャ ケ ッ ト 、 電 気 的 な 加 熱 技 術 な ど を 用 い て
、 ノ ズ ル 加 熱 モ ジ ュ ー ル ２ ６ を 介 し て 制 御 す る こ と が で き る 。 適 切 な ノ ズ ル 構 成 に よ り 、
射 出 流 の 温 度 は 、 図 ２ Ｇ に 示 し た よ う に 、 高 温 又 は 低 温 の 不 活 性 ガ ス の 環 状 並 流 と 共 に 射
出 流 を 包 囲 す る こ と に よ り 、 所 望 の 値 で 制 御 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 受 容 体 １ ４ は 、 有 機 材 料 、 無 機 材 料 、 有 機 金 属 材 料 、 金 属 材 料 、 合 金 材 料 、 セ ラ ミ ッ ク
材 料 、 合 成 及 び ／ 又 は 天 然 高 分 子 材 料 、 ゲ ル 材 料 、 ガ ラ ス 材 料 、 複 合 材 料 を 含 む い か な る
固 体 で あ っ て も よ い 。 受 容 体 １ ４ は 多 孔 質 又 は 非 多 孔 質 で あ っ て よ い 。 さ ら に 、 受 容 体 １
４ は 、 ２ つ 以 上 の 層 を 有 す る こ と が で き る 。 受 容 体 材 料 は 、 照 明 デ バ イ ス ・ ア ー キ テ ク チ
ャ に よ っ て 規 定 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
一 般 的 照 明 装 置 構 成
　 本 発 明 は 、 ほ と ん ど の Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 及 び Ｐ Ｌ Ｅ Ｄ 装 置 構 成 に 採 用 す る こ と が で き る 。 こ れ ら
に は 、 単 一 の ア ノ ー ド 及 び カ ソ ー ド を 含 む 非 常 に 簡 素 な 構 造 か ら 、 ア ノ ー ド と カ ソ ー ド を
直 交 配 列 さ せ て 画 素 を 形 成 さ せ て な る パ ッ シ ブ マ ト リ ク ス 型 表 示 装 置 や 、 各 画 素 を 、 例 え
ば 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ （ Ｔ Ｆ Ｔ ） で 独 立 に 制 御 す る ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 表 示 装 置 の よ う
に 、 よ り 複 雑 な 装 置 が 包 含 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 本 発 明 を 成 功 裏 に 実 施 す る こ と が で き る 有 機 層 の 構 成 は い く つ か あ る 。 典 型 的 な 構 造 は
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、 図 ５ に 示 し た よ う に 、 基 板 １ ０ １ 、 ア ノ ー ド 層 １ ０ ３ 、 任 意 正 孔 注 入 層 １ ０ ５ 、 正 孔 輸
送 層 １ ０ ７ 、 発 光 層 １ ０ ９ 、 電 子 輸 送 層 １ １ １ 及 び カ ソ ー ド 層 １ １ ３ を 含 む 。 こ れ ら の 層
に つ い て は 、 以 下 に 詳 述 す る 。 基 板 を カ ソ ー ド に 隣 接 し て 配 置 さ せ て も よ い し 、 基 板 が 実
際 に ア ノ ー ド 又 は カ ソ ー ド を 構 成 し て も よ い こ と に 留 意 す べ き で あ る 。 こ れ ら 有 機 層 （ Ｏ
Ｌ Ｅ Ｄ 材 料 及 び ／ 又 は Ｐ Ｌ Ｅ Ｄ 材 料 ） の 全 体 厚 は ５ ０ ０ nm未 満 で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
基 板
　 基 板 １ ０ １ は 、 意 図 さ れ る 発 光 方 向 に 依 存 し て 、 透 光 性 又 は 不 透 明 の い ず れ か で あ る こ
と が で き る 。 EL発 光 を 基 板 を 介 し て 観 察 す る 場 合 に は 透 光 性 が 望 ま れ る 。 こ の よ う な 場 合
、 透 明 な ガ ラ ス 又 は プ ラ ス チ ッ ク が 通 常 用 い ら れ る 。 EL発 光 を 上 部 電 極 を 介 し て 観 察 す る
用 途 の 場 合 に は 、 底 部 支 持 体 の 透 過 性 は 問 題 と な ら な い た め 、 透 光 性 、 吸 光 性 又 は 光 反 射
性 の い ず れ で あ っ て も よ い 。 こ の 場 合 の 用 途 向 け 支 持 体 に は 、 ガ ラ ス 、 プ ラ ス チ ッ ク 、 半
導 体 材 料 、 セ ラ ミ ッ ク ス 及 び 回 路 基 板 材 料 が 含 ま れ る が 、 こ れ ら に 限 定 は さ れ な い 。 必 要
に 応 じ て 、 付 着 工 程 中 又 は 付 着 工 程 後 に 基 板 を 加 熱 す る こ と も で き る 。 も ち ろ ん 、 こ の よ
う な デ バ イ ス 構 成 に は 、 透 光 性 の 上 部 電 極 １ １ ３ を 提 供 す る 必 要 は あ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
ア ノ ー ド
　 基 板 の 上 に 導 電 性 ア ノ ー ド 層 １ ０ ３ を 形 成 す る 。 EL発 光 を ア ノ ー ド を 介 し て 観 察 す る 場
合 に は 、 当 該 ア ノ ー ド は 当 該 発 光 に 対 し て 透 明 又 は 実 質 的 に 透 明 で あ る こ と が 必 要 で あ る
。 本 発 明 に 用 い ら れ る 一 般 的 な 透 明 ア ノ ー ド 材 料 は イ ン ジ ウ ム 錫 酸 化 物 及 び 酸 化 錫 で あ る
が 、 例 示 と し て ア ル ミ ニ ウ ム 又 は イ ン ジ ウ ム を ド ー プ し た 酸 化 亜 鉛 、 マ グ ネ シ ウ ム イ ン ジ
ウ ム 酸 化 物 及 び ニ ッ ケ ル タ ン グ ス テ ン 酸 化 物 を は じ め と す る 他 の 金 属 酸 化 物 で も 使 用 す る
こ と が で き る 。 こ れ ら の 酸 化 物 の 他 、 ア ノ ー ド 層 １ ０ ３ に は 、 窒 化 ガ リ ウ ム の よ う な 金 属
窒 化 物 、 セ レ ン 化 亜 鉛 の よ う な 金 属 セ レ ン 化 物 、 及 び 硫 化 亜 鉛 の よ う な 金 属 硫 化 物 を 使 用
す る こ と も で き る 。 EL発 光 を 上 部 電 極 を 介 し て 観 察 す る 用 途 の 場 合 に は 、 層 １ ０ ３ の 透 過
性 は 問 題 と な ら ず 、 透 明 、 不 透 明 又 は 反 射 性 を 問 わ ず い ず れ の 導 電 性 材 料 で も 使 用 す る こ
と が で き る 。 こ の よ う な 用 途 向 け の 導 体 の 例 と し て 、 金 、 イ リ ジ ウ ム 、 モ リ ブ デ ン 、 パ ラ
ジ ウ ム 及 び 白 金 が 挙 げ ら れ る が 、 こ れ ら に 限 定 は さ れ な い 。 典 型 的 な ア ノ ー ド 材 料 は 、 透
過 性 で あ っ て も そ う で な く て も 、 ４ .１  eV以 上 の 仕 事 関 数 を 有 す る 。 望 ま し い ア ノ ー ド 材
料 は 、 一 般 に 、 高 密 度 相 か ら の 堆 積 付 着 法 以 外 の 適 当 な い ず れ か の 手 段 に よ っ て 付 着 さ れ
る 。 ア ノ ー ド 材 料 の 付 着 法 の 例 と し て 、 蒸 発 法 、 ス パ ッ タ 法 、 化 学 的 気 相 成 長 (CVD)法 又
は 電 気 化 学 法 が 挙 げ ら れ る 。 ア ノ ー ド は 、 周 知 の フ ォ ト リ ソ グ ラ フ 法 に よ っ て パ タ ー ン 化
す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
正 孔 注 入 層 （ HIL）
　 常 に 必 要 で あ る わ け で は な い が 、 ア ノ ー ド １ ０ ３ と 正 孔 輸 送 層 １ ０ ７ と の 間 に 正 孔 注 入
層 １ ０ ５ を 設 け る こ と が し ば し ば 有 用 と な る 。 正 孔 注 入 性 材 料 は 、 後 続 の 有 機 層 の フ ィ ル
ム 形 成 性 を 改 良 し 、 か つ 、 正 孔 輸 送 層 へ の 正 孔 注 入 を 促 進 す る の に 役 立 つ こ と が で き る 。
正 孔 注 入 層 に 用 い る の に 好 適 な 材 料 と し て 、 VanSlykeの 米 国 特 許 第 ４ ７ ２ ０ ４ ３ ２ 号 明 細
書 に 記 載 さ れ て い る ポ ル フ ィ リ ン 系 化 合 物 や 、 Hungら の 米 国 特 許 第 ６ ２ ０ ８ ０ ７ ５ 号 明 細
書 に 記 載 さ れ て い る プ ラ ズ マ 蒸 着 フ ル オ ロ カ ー ボ ン ポ リ マ ー が 挙 げ ら れ る 。 有 機 ELデ バ イ
ス に 有 用 で あ る こ と が 報 告 さ れ て い る 別 の 代 わ り の 正 孔 注 入 性 材 料 が 、 欧 州 特 許 出 願 公 開
第 ０ ８ ９ １ １ ２ １ 号 （ Inouら ） 及 び 同 第 １ ０ ２ ９ ９ ０ ９ 号 （ Kawamuraら ） の 明 細 書 に 記 載
さ れ て い る 。 正 孔 注 入 層 は 、 本 発 明 の 方 法 を 用 い て 付 着 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
正 孔 輸 送 層 （ HTL）
　 有 機 Ｅ Ｌ デ バ イ ス の 正 孔 輸 送 層 １ ０ ７ は 、 芳 香 族 第 三 ア ミ ン の よ う な 少 な く と も １ 種 の
正 孔 輸 送 性 化 合 物 を 含 む 。 芳 香 族 第 三 ア ミ ン と は 、 そ の 少 な く と も 一 つ が 芳 香 族 環 の 環 員
で あ る 炭 素 原 子 に の み 結 合 し て い る ３ 価 窒 素 原 子 を １ 個 以 上 含 有 す る 化 合 物 で あ る と 解 さ
れ る 。 一 つ の 形 態 と し て 、 芳 香 族 第 三 ア ミ ン は ア リ ー ル ア ミ ン 、 例 え ば 、 モ ノ ア リ ー ル ア
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ミ ン 、 ジ ア リ ー ル ア ミ ン 、 ト リ ア リ ー ル ア ミ ン 又 は 高 分 子 ア リ ー ル ア ミ ン で あ る こ と が で
き る 。 ト リ ア リ ー ル ア ミ ン 単 量 体 の 例 が 、 米 国 特 許 第 ３ １ ８ ０ ７ ３ ０ 号 (Klupfelら )に 示
さ れ て い る 。 １ 以 上 の ビ ニ ル 基 で 置 換 さ れ た 、 及 び ／ 又 は 少 な く と も 一 つ の 活 性 水 素 含 有
基 を 含 む 、 そ の 他 の 好 適 な ト リ ア リ ー ル ア ミ ン が 、 米 国 特 許 第 ３ ５ ６ ７ ４ ５ ０ 号 及 び 同 第
３ ６ ５ ８ ５ ２ ０ 号 (Brantleyら )に 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 よ り 好 ま し い 種 類 の 芳 香 族 第 三 ア ミ ン は 、 米 国 特 許 第 ４ ７ ２ ０ ４ ３ ２ 号 （ VanSlyke） 及
び 同 第 ５ ０ ６ １ ５ ６ ９ 号 （ VanSlykeら ） に 記 載 さ れ て い る よ う な 芳 香 族 第 三 ア ミ ン 部 分 を
２ 個 以 上 含 有 す る も の で あ る 。 こ の よ う な 化 合 物 に は 、 下 記 構 造 式 （ Ｃ ） で 表 わ さ れ る も
の が 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
【 化 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 上 式 中 、 Ｑ 1 及 び Ｑ 2 は 各 々 独 立 に 選 ば れ た 芳 香 族 第 三 ア ミ ン 部 分 で あ り 、 そ し て Ｇ は 、
ア リ ー レ ン 、 シ ク ロ ア ル キ レ ン 又 は 炭 素 -炭 素 結 合 の ア ル キ レ ン 基 の よ う な 結 合 基 で あ る
。 一 つ の 実 施 態 様 に お い て 、 Ｑ 1 及 び Ｑ 2 の 少 な く と も 一 方 は 、 多 環 式 縮 合 環 構 造 体 （ 例 、
ナ フ タ レ ン ） を 含 有 す る 。 Ｇ が ア リ ー ル 基 で あ る 場 合 、 そ れ は フ ェ ニ レ ン 部 分 、 ビ フ ェ ニ
レ ン 部 分 又 は ナ フ タ レ ン 部 分 で あ る こ と が 便 利 で あ る 。
　 構 造 式 （ Ｃ ） を 満 た し 、 か つ 、 ２ つ の ト リ ア リ ー ル ア ミ ン 部 分 を 含 有 す る 有 用 な 種 類 の
ト リ ア リ ー ル ア ミ ン は 、 下 記 構 造 式 （ Ｄ ） で 表 わ さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
【 化 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 上 式 中 、 Ｒ 1 及 び Ｒ 2 は 、 各 々 独 立 に 、 水 素 原 子 、 ア リ ー ル 基 も し く は ア ル キ ル 基 を 表 わ
す か 、 又 は 、 Ｒ 1 及 び Ｒ 2 は 一 緒 に シ ク ロ ア ル キ ル 基 を 完 成 す る 原 子 群 を 表 わ し 、 そ し て
　 Ｒ 3 及 び Ｒ 4 は 、 各 々 独 立 に 、 ア リ ー ル 基 で あ っ て そ れ 自 体 が 下 記 構 造 式 （ Ｅ ） で 示 さ れ
る よ う な ジ ア リ ー ル 置 換 型 ア ミ ノ 基 で 置 換 さ れ て い る も の を 表 わ す 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
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【 化 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 上 式 中 、 Ｒ 5 及 び Ｒ 6 は 各 々 独 立 に 選 ば れ た ア リ ー ル 基 で あ る 。 一 つ の 実 施 態 様 に お い て
、 Ｒ 5 及 び Ｒ 6 の 少 な く と も 一 方 は 、 多 環 式 縮 合 環 構 造 体 （ 例 、 ナ フ タ レ ン ） を 含 有 す る 。
　 別 の 種 類 の 芳 香 族 第 三 ア ミ ン は テ ト ラ ア リ ー ル ジ ア ミ ン で あ る 。 望 ま し い テ ト ラ ア リ ー
ル ジ ア ミ ン は 、 ア リ ー レ ン 基 で 結 合 さ れ た 、 構 造 式 （ Ｅ ） で 示 し た よ う な ジ ア リ ー ル ア ミ
ノ 基 を ２ 個 含 む 。 有 用 な テ ト ラ ア リ ー ル ジ ア ミ ン に は 、 下 記 構 造 式 （ Ｆ ） で 表 わ さ れ る も
の が 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
【 化 ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 上 式 中 、 Ａ ｒ ｅ は 各 々 独 立 に 選 ば れ た ア リ ー レ ン 基 、 例 え ば 、 フ ェ ニ レ ン 又 は ア ン ト ラ
セ ン 部 分 で あ り 、
　 ｎ は １ ～ ４ の 整 数 で あ り 、 そ し て
　 Ａ ｒ 、 Ｒ 7 、 Ｒ 8 及 び Ｒ 9 は 各 々 独 立 に 選 ば れ た ア リ ー ル 基 で あ る 。
　 典 型 的 な 実 施 態 様 で は 、 Ａ ｒ 、 Ｒ 7 、 Ｒ 8 及 び Ｒ 9 の 少 な く と も 一 つ が 多 環 式 縮 合 環 構 造
体 （ 例 、 ナ フ タ レ ン ） で あ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 上 記 構 造 式 （ Ａ ） 、 （ Ｂ ） 、 （ Ｃ ） 、 （ Ｄ ） の 各 種 ア ル キ ル 、 ア ル キ レ ン 、 ア リ ー ル 及
び ア リ ー レ ン 部 分 も 、 各 々 そ れ 自 体 が 置 換 さ れ て い て も よ い 。 典 型 的 な 置 換 基 と し て 、 ア
ル キ ル 基 、 ア ル コ キ シ 基 、 ア リ ー ル 基 、 ア リ ー ル オ キ シ 基 、 並 び に フ ッ 化 物 、 塩 化 物 及 び
臭 化 物 の よ う な ハ ロ ゲ ン が 挙 げ ら れ る 。 各 種 ア ル キ ル 及 び ア ル キ レ ン 部 分 は 、 典 型 的 に は
約 １ ～ ６ 個 の 炭 素 原 子 を 含 有 す る 。 シ ク ロ ア ル キ ル 部 分 は ３ ～ 約 １ ０ 個 の 炭 素 原 子 を 含 有
し 得 る が 、 典 型 的 に は 、 シ ク ロ ペ ン チ ル 、 シ ク ロ ヘ キ シ ル 及 び シ ク ロ ヘ プ チ ル の 環 構 造 体
の よ う に 、 ５ 個 、 ６ 個 又 は ７ 個 の 環 炭 素 原 子 を 含 有 す る 。 ア リ ー ル 部 分 及 び ア リ ー レ ン 部
分 は 、 通 常 は フ ェ ニ ル 部 分 及 び フ ェ ニ レ ン 部 分 で あ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
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　 正 孔 輸 送 層 は 、 芳 香 族 第 三 ア ミ ン 化 合 物 の 単 体 又 は 混 合 物 で 形 成 す る こ と が で き る 。 具
体 的 に は 、 構 造 式 （ Ｄ ） を 満 た す ト リ ア リ ー ル ア ミ ン の よ う な ト リ ア リ ー ル ア ミ ン を 、 構
造 式 （ Ｆ ） が 示 す よ う な テ ト ラ ア リ ー ル ジ ア ミ ン と 組 み 合 わ せ て 使 用 す る こ と が で き る 。
ト リ ア リ ー ル ア ミ ン を テ ト ラ ア リ ー ル ジ ア ミ ン と 組 み 合 わ せ て 使 用 す る 場 合 、 後 者 を 、 ト
リ ア リ ー ル ア ミ ン と 電 子 注 入 及 び 輸 送 層 と の 間 に 挿 入 さ れ た 層 と し て 配 置 す る 。 以 下 、 有
用 な 芳 香 族 第 三 ア ミ ン を 例 示 す る 。
　 1,1-ビ ス (4-ジ -p-ト リ ル ア ミ ノ フ ェ ニ ル )シ ク ロ ヘ キ サ ン
　 1,1-ビ ス (4-ジ -p-ト リ ル ア ミ ノ フ ェ ニ ル )-4-フ ェ ニ ル シ ク ロ ヘ キ サ ン
　 4,4’ -ビ ス (ジ フ ェ ニ ル ア ミ ノ )ク ア ド リ フ ェ ニ ル
　 ビ ス (4-ジ メ チ ル ア ミ ノ -2-メ チ ル フ ェ ニ ル )-フ ェ ニ ル メ タ ン
　 N,N,N-ト リ (p-ト リ ル )ア ミ ン
　 4-(ジ -p-ト リ ル ア ミ ノ )-4’ -[4(ジ -p-ト リ ル ア ミ ノ )-ス チ リ ル ]ス チ ル ベ ン
　 N,N,N’ ,N’ -テ ト ラ -p-ト リ ル -4,4’ -ジ ア ミ ノ ビ フ ェ ニ ル
　 N,N,N’ ,N’ -テ ト ラ フ ェ ニ ル -4,4’ -ジ ア ミ ノ ビ フ ェ ニ ル
　 N-フ ェ ニ ル カ ル バ ゾ ー ル
　 ポ リ (N-ビ ニ ル カ ル バ ゾ ー ル )
　 N,N’ -ジ -1-ナ フ タ レ ニ ル -N,N’ -ジ フ ェ ニ ル -4,4’ -ジ ア ミ ノ ビ フ ェ ニ ル
　 4,4’ -ビ ス [N-(1-ナ フ チ ル )-N-フ ェ ニ ル ア ミ ノ ]ビ フ ェ ニ ル
　 4,4” -ビ ス [N-(1-ナ フ チ ル )-N-フ ェ ニ ル ア ミ ノ ]-p-タ ー フ ェ ニ ル
　 4,4’ -ビ ス [N-(2-ナ フ チ ル )-N-フ ェ ニ ル ア ミ ノ ]ビ フ ェ ニ ル
　 4,4’ -ビ ス [N-(3-ア セ ナ フ テ ニ ル )-N-フ ェ ニ ル ア ミ ノ ]ビ フ ェ ニ ル
　 1,5-ビ ス [N-(1-ナ フ チ ル )-N-フ ェ ニ ル ア ミ ノ ]ナ フ タ レ ン
　 4,4’ -ビ ス [N-(9-ア ン ト リ ル )-N-フ ェ ニ ル ア ミ ノ ]ビ フ ェ ニ ル
　 4,4” -ビ ス [N-(1-ア ン ト リ ル )-N-フ ェ ニ ル ア ミ ノ ]-p-タ ー フ ェ ニ ル
　 4,4’ -ビ ス [N-(2-フ ェ ナ ン ト リ ル )-N-フ ェ ニ ル ア ミ ノ ]ビ フ ェ ニ ル
　 4,4’ -ビ ス [N-(8-フ ル オ ル ア ン テ ニ ル )-N-フ ェ ニ ル ア ミ ノ ]ビ フ ェ ニ ル
　 4,4’ -ビ ス [N-(2-ピ レ ニ ル )-N-フ ェ ニ ル ア ミ ノ ]ビ フ ェ ニ ル
　 4,4’ -ビ ス [N-(2-ナ フ タ セ ニ ル )-N-フ ェ ニ ル ア ミ ノ ]ビ フ ェ ニ ル
　 4,4’ -ビ ス [N-(2-ペ リ レ ニ ル )-N-フ ェ ニ ル ア ミ ノ ]ビ フ ェ ニ ル
　 4,4’ -ビ ス [N-(1-コ ロ ネ ニ ル )-N-フ ェ ニ ル ア ミ ノ ]ビ フ ェ ニ ル
　 2,6-ビ ス (ジ -p-ト リ ル ア ミ ノ )ナ フ タ レ ン
　 2,6-ビ ス [ジ -(1-ナ フ チ ル )ア ミ ノ ]ナ フ タ レ ン
　 2,6-ビ ス [N-(1-ナ フ チ ル )-N-(2-ナ フ チ ル )ア ミ ノ ]ナ フ タ レ ン
　 N,N,N’ ,N’ -テ ト ラ (2-ナ フ チ ル )-4,4” -ジ ア ミ ノ -p-タ ー フ ェ ニ ル
4,4’ -ビ ス {N-フ ェ ニ ル -N-[4-(1-ナ フ チ ル )-フ ェ ニ ル ]ア ミ ノ }ビ フ ェ ニ ル
4,4’ -ビ ス [N-フ ェ ニ ル -N-(2-ピ レ ニ ル )ア ミ ノ ]ビ フ ェ ニ ル
2,6-ビ ス [N,N-ジ (2-ナ フ チ ル )ア ミ ン ]フ ル オ レ ン
1,5-ビ ス [N-(1-ナ フ チ ル )-N-フ ェ ニ ル ア ミ ノ ]ナ フ タ レ ン
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 別 の 種 類 の 有 用 な 正 孔 輸 送 性 材 料 と し て 、 米 国 特 許 第 ６ ３ ６ １ ８ ８ ６ 号 （ Shiら ） に 記
載 さ れ て い る よ う な 多 環 式 芳 香 族 化 合 物 が 挙 げ ら れ る 。 正 孔 輸 送 層 は 、 本 発 明 の 方 法 を 用
い て 付 着 さ せ る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
発 光 層 （ LEL）
　 米 国 特 許 第 ４ ７ ６ ９ ２ ９ ２ 号 （ Tangら ） 及 び 同 第 ５ ９ ３ ５ ７ ２ １ 号 （ Shiら ） に 詳 述 さ
れ て い る よ う に 、 有 機 Ｅ Ｌ 要 素 の 発 光 層 (LEL)は 発 光 材 料 又 は 蛍 光 材 料 を 含 み 、 そ の 領 域
に お い て 電 子 -正 孔 対 が 再 結 合 す る 結 果 と し て 電 場 発 光 が 生 じ る 。 発 光 層 は 、 本 発 明 の 方
法 を 用 い て 付 着 さ せ る 。 発 光 層 は 、 単 一 材 料 で 構 成 す る こ と も で き る が 、 よ り 一 般 的 に は
、 ホ ス ト 材 料 に 単 一 又 は 複 数 種 の ゲ ス ト 化 合 物 を ド ー ピ ン グ し て な り 、 そ こ で 主 と し て 当
該 ド ー パ ン ト か ら 発 光 が 生 じ 、 そ の 発 光 色 に も 制 限 は な い 。 発 光 層 に 含 ま れ る ホ ス ト 材 料

10

20

30

40

50

(16) JP 2004-79541 A 2004.3.11



は 、 後 述 す る 電 子 輸 送 性 材 料 、 上 述 し た 正 孔 輸 送 性 材 料 、 又 は 正 孔 -電 子 再 結 合 を 支 援 す
る 別 の 材 料 、 で あ る こ と が で き る 。 ド ー パ ン ト は 、 通 常 は 高 蛍 光 性 色 素 の 中 か ら 選 ば れ る
が 、 リ ン 光 性 化 合 物 、 例 え ば 、 国 際 公 開 第 ９ ８ ／ ５ ５ ５ ６ １ 号 、 同 第 ０ ０ ／ １ ８ ８ ５ １ 号
、 同 第 ０ ０ ／ ５ ７ ６ ７ ６ 号 及 び 同 第 ０ ０ ／ ７ ０ ６ ５ ５ 号 に 記 載 さ れ て い る よ う な 遷 移 金 属
錯 体 も 有 用 で あ る 。 ド ー パ ン ト は 、 ホ ス ト 材 料 中 、 ０ ． ０ １ ～ １ ０ 質 量 ％ の 範 囲 内 で コ ー
テ ィ ン グ さ れ る こ と が 典 型 的 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 ド ー パ ン ト と し て の 色 素 を 選 定 す る た め の 重 要 な 関 係 は 、 当 該 分 子 の 最 高 被 占 軌 道 と 最
低 空 軌 道 と の 間 の エ ネ ル ギ ー 差 と し て 定 義 さ れ る バ ン ド ギ ャ ッ プ ポ テ ン シ ャ ル の 対 比 で あ
る 。 ホ ス ト か ら ド ー パ ン ト 分 子 へ の エ ネ ル ギ ー 伝 達 の 効 率 化 を 図 る た め に は 、 当 該 ド ー パ
ン ト の バ ン ド ギ ャ ッ プ が ホ ス ト 材 料 の そ れ よ り も 小 さ い こ と が 必 須 条 件 と な る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 有 用 性 が 知 ら れ て い る ホ ス ト 及 び 発 光 性 分 子 と し て 、 米 国 特 許 第 ４ ７ ６ ９ ２ ９ ２ 号 、 同
第 ５ １ ４ １ ６ ７ １ 号 、 同 第 ５ １ ５ ０ ０ ０ ６ 号 、 同 第 ５ １ ５ １ ６ ２ ９ 号 、 同 第 ５ ４ ０ ５ ７ ０
９ 号 、 同 第 ５ ４ ８ ４ ９ ２ ２ 号 、 同 第 ５ ５ ９ ３ ７ ８ ８ 号 、 同 第 ５ ６ ４ ５ ９ ４ ８ 号 、 同 第 ５ ６
８ ３ ８ ２ ３ 号 、 同 第 ５ ７ ５ ５ ９ ９ ９ 号 、 同 第 ５ ９ ２ ８ ８ ０ ２ 号 、 同 第 ５ ９ ３ ５ ７ ２ ０ 号 、
同 第 ５ ９ ３ ５ ７ ２ １ 号 及 び 同 第 ６ ０ ２ ０ ０ ７ ８ 号 に 記 載 さ れ て い る も の が 挙 げ ら れ る が 、
こ れ ら に 限 定 は さ れ な い 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 8-ヒ ド ロ キ シ キ ノ リ ン 及 び 類 似 の 誘 導 体 の 金 属 錯 体 （ 下 記 構 造 式 Ｇ ） は 、 電 場 発 光 を 支
援 す る こ と が で き る 有 用 な ホ ス ト 化 合 物 の 一 種 で あ り 、 特 に 、 500 nmよ り も 長 い 波 長 の 光
（ 例 、 緑 色 、 黄 色 、 橙 色 及 び 赤 色 ） を 放 出 さ せ る の に 適 し て い る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
【 化 ５ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 上 式 中 、 Ｍ は 金 属 を 表 わ し 、 ｎ は １ ～ ３ の 整 数 で あ り 、 そ し て Ｚ は 、 各 々 独 立 に 、 縮 合
芳 香 族 環 を ２ 個 以 上 有 す る 核 を 完 成 す る 原 子 群 を 表 わ す 。
　 上 記 よ り 、 当 該 金 属 は １ 価 、 ２ 価 又 は ３ 価 に な り 得 る こ と が 明 白 で あ る 。 当 該 金 属 は 、
例 え ば 、 リ チ ウ ム 、 ナ ト リ ウ ム も し く は カ リ ウ ム の よ う な ア ル カ リ 金 属 、 マ グ ネ シ ウ ム も
し く は カ ル シ ウ ム の よ う な ア ル カ リ 土 類 金 属 、 又 は ホ ウ 素 も し く は ア ル ミ ニ ウ ム の よ う な
土 類 金 属 で あ る こ と が で き る 。 一 般 に 、 有 用 な キ レ ー ト 化 金 属 で あ る こ と が 知 ら れ て い る
も の で あ れ ば 、 １ 価 、 ２ 価 又 は ３ 価 の い ず れ の 金 属 で も 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 Ｚ は 、 そ の 少 な く と も 一 つ が ア ゾ ー ル 環 又 は ア ジ ン 環 で あ る ２ 個 以 上 の 縮 合 芳 香 族 環 を
含 有 す る 複 素 環 式 核 を 完 成 す る 。 必 要 で あ れ ば 、 当 該 ２ 個 の 必 須 環 に 、 脂 肪 族 環 及 び 芳 香
族 環 の 双 方 を 含 む 追 加 の 環 を 縮 合 さ せ て も よ い 。 分 子 の 嵩 高 さ が 機 能 向 上 を 伴 う こ と な く

10

20

30

40

50

(17) JP 2004-79541 A 2004.3.11



増 大 す る こ と を 避 け る た め 、 通 常 は 環 原 子 の 数 を １ ８ 以 下 に 維 持 す る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 以 下 、 有 用 な キ レ ー ト 化 オ キ シ ノ イ ド 系 化 合 物 の 例 を 示 す 。
CO-1： ア ル ミ ニ ウ ム ト リ ス オ キ シ ン 〔 別 名 、 ト リ ス (8-キ ノ リ ノ ラ ト )ア ル ミ ニ ウ ム (III)
〕
CO-2： マ グ ネ シ ウ ム ビ ス オ キ シ ン 〔 別 名 、 ビ ス (8-キ ノ リ ノ ラ ト )マ グ ネ シ ウ ム (II)〕
CO-3： ビ ス [ベ ン ゾ {f}-8-キ ノ リ ノ ラ ト ]亜 鉛 (II)
CO-4： ビ ス (2-メ チ ル -8-キ ノ リ ノ ラ ト )ア ル ミ ニ ウ ム (III)-μ -オ キ ソ -ビ ス (2-メ チ ル -8-
キ ノ リ ノ ラ ト )ア ル ミ ニ ウ ム (III)
CO-5： イ ン ジ ウ ム ト リ ス オ キ シ ン 〔 別 名 、 ト リ ス (8-キ ノ リ ノ ラ ト )イ ン ジ ウ ム 〕
CO-6： ア ル ミ ニ ウ ム ト リ ス (5-メ チ ル オ キ シ ン )〔 別 名 、 ト リ ス (5-メ チ ル -8-キ ノ リ ノ ラ ト
)ア ル ミ ニ ウ ム (III)〕
CO-7： リ チ ウ ム オ キ シ ン 〔 別 名 、 (8-キ ノ リ ノ ラ ト )リ チ ウ ム (I)〕
【 ０ ０ ８ １ 】
　 9,10-ジ -(2-ナ フ チ ル )ア ン ト ラ セ ン の 誘 導 体 （ 下 記 構 造 式 Ｈ ） は 、 電 場 発 光 を 支 援 す る
こ と が で き る 有 用 な ホ ス ト 化 合 物 の 一 種 で あ り 、 特 に 、 400 nmよ り も 長 い 波 長 の 光 （ 例 、
青 色 、 緑 色 、 黄 色 、 橙 色 及 び 赤 色 ） を 放 出 さ せ る の に 適 し て い る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
【 化 ６ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 上 式 中 、 Ｒ 1 、 Ｒ 2 、 Ｒ 3 及 び Ｒ 4 は 、 各 環 上 の １ 又 は ２ 以 上 の 置 換 基 で あ っ て そ れ ぞ れ 下
記 の グ ル ー プ か ら 独 立 に 選 ば れ る も の を 表 わ す 。
第 １ グ ル ー プ ： 水 素 、 又 は 炭 素 原 子 数 １ ～ ２ ４ の ア ル キ ル ；
第 ２ グ ル ー プ ： 炭 素 原 子 数 ５ ～ ２ ０ の ア リ ー ル 又 は 置 換 ア リ ー ル ；
第 ３ グ ル ー プ ： ア ン ト ラ セ ニ ル 、 ピ レ ニ ル ま た は ペ リ レ ニ ル の 縮 合 芳 香 族 環 の 完 成 に 必 要
な ４ ～ ２ ４ 個 の 炭 素 原 子 ；
第 ４ グ ル ー プ ： フ リ ル 、 チ エ ニ ル 、 ピ リ ジ ル 、 キ ノ リ ニ ル そ の 他 の 複 素 環 式 系 の 縮 合 芳 香
族 環 の 完 成 に 必 要 な 炭 素 原 子 数 ５ ～ ２ ４ の ヘ テ ロ ア リ ー ル 又 は 置 換 ヘ テ ロ ア リ ー ル ；
第 ５ グ ル ー プ ： 炭 素 原 子 数 １ ～ ２ ４ の ア ル コ キ シ ル ア ミ ノ 、 ア ル キ ル ア ミ ノ 又 は ア リ ー ル
ア ミ ノ ； 及 び
第 ６ グ ル ー プ ： フ ッ 素 、 塩 素 、 臭 素 又 は シ ア ノ
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 ベ ン ズ ア ゾ ー ル 誘 導 体 （ 下 記 構 造 式 Ｉ ） は 、 電 場 発 光 を 支 援 す る こ と が で き る 有 用 な ホ
ス ト 化 合 物 の 一 種 で あ り 、 特 に 、 400 nmよ り も 長 い 波 長 の 光 （ 例 、 青 色 、 緑 色 、 黄 色 、 橙
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色 及 び 赤 色 ） を 放 出 さ せ る の に 適 し て い る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
【 化 ７ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 上 式 中 、 ｎ は ３ ～ ８ の 整 数 で あ り 、
　 Ｚ は Ｏ 、 Ｎ Ｒ 又 は Ｓ で あ り 、
　 Ｒ 及 び Ｒ ’ は 、 各 々 独 立 に 、 水 素 、 炭 素 原 子 数 １ ～ ２ ４ の ア ル キ ル （ 例 え ば 、 プ ロ ピ ル
、 t-ブ チ ル 、 ヘ プ チ ル 、 等 ） 、 炭 素 原 子 数 ５ ～ ２ ０ の ア リ ー ル も し く は ヘ テ ロ 原 子 置 換 型
ア リ ー ル （ 例 え ば 、 フ ェ ニ ル 及 び ナ フ チ ル 、 フ リ ル 、 チ エ ニ ル 、 ピ リ ジ ル 、 キ ノ リ ニ ル そ
の 他 の 複 素 環 式 系 ） 、 ハ ロ （ 例 、 ク ロ ロ 、 フ ル オ ロ ） 、 又 は 縮 合 芳 香 族 環 の 完 成 に 必 要 な
原 子 群 、 で あ り 、
　 Ｂ は 、 ア ル キ ル 、 ア リ ー ル 、 置 換 ア ル キ ル 又 は 置 換 ア リ ー ル か ら な る 結 合 ユ ニ ッ ト で あ
っ て 、 当 該 複 数 の ベ ン ズ ア ゾ ー ル 同 士 を 共 役 的 又 は 非 共 役 的 に 連 結 さ せ る も の で あ る 。
　 有 用 な ベ ン ズ ア ゾ ー ル の 一 例 と し て 2,2’ ,2” -(1,3,5-フ ェ ニ レ ン )ト リ ス [1-フ ェ ニ ル -
1H-ベ ン ズ イ ミ ダ ゾ ー ル ]が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 望 ま し い 蛍 光 性 ド ー パ ン ト に は 、 ア ン ト ラ セ ン 、 テ ト ラ セ ン 、 キ サ ン テ ン 、 ペ リ レ ン 、
ル ブ レ ン 、 ク マ リ ン 、 ロ ー ダ ミ ン 、 キ ナ ク リ ド ン 、 ジ シ ア ノ メ チ レ ン ピ ラ ン 、 チ オ ピ ラ ン
、 ポ リ メ チ ン 、 ピ リ リ ウ ム 及 び チ ア ピ リ リ ウ ム の 各 化 合 物 の 誘 導 体 並 び に カ ル ボ ス チ リ ル
化 合 物 が 包 含 さ れ る 。 以 下 、 有 用 な ド ー パ ン ト の 具 体 例 を 挙 げ る が 、 こ れ ら に 限 定 は さ れ
な い 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
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【 ０ ０ ８ ９ 】
電 子 輸 送 層 （ ETL）
　 本 発 明 の 有 機 Ｅ Ｌ デ バ イ ス の 電 子 輸 送 層 １ １ １ を 形 成 す る の に 用 い る の に 好 ま し い 薄 膜
形 成 性 材 料 は 、 オ キ シ ン （ 通 称 8-キ ノ リ ノ ー ル 又 は 8-ヒ ド ロ キ シ キ ノ リ ン ） そ れ 自 体 の キ
レ ー ト を は じ め と す る 金 属 キ レ ー ト 化 オ キ シ ノ イ ド 系 化 合 物 で あ る 。 こ の よ う な 化 合 物 は
、 電 子 の 注 入 及 び 輸 送 を 助 長 し 、 し か も 高 い 性 能 レ ベ ル を 示 す と 共 に 、 薄 膜 へ の 加 工 が 容
易 で あ る 。 企 図 さ れ る オ キ シ ノ イ ド 系 化 合 物 の 例 は 、 既 述 の 構 造 式 （ Ｇ ） を 満 た す 化 合 物
で あ る 。 電 子 輸 送 層 は 、 本 発 明 の 方 法 に よ り 付 着 さ せ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
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　 そ の 他 の 電 子 輸 送 性 材 料 と し て 、 米 国 特 許 第 ４ ３ ５ ６ ４ ２ ９ 号 （ Tang） に 記 載 さ れ て い
る 各 種 ブ タ ジ エ ン 誘 導 体 、 及 び 米 国 特 許 第 ４ ５ ３ ９ ５ ０ ７ 号 （ VanSlyke） に 記 載 さ れ て い
る 各 種 複 素 環 式 蛍 光 増 白 剤 が 挙 げ ら れ る 。 既 述 の 構 造 式 （ Ｉ ） を 満 た す ベ ン ズ ア ゾ ー ル も
有 用 な 電 子 輸 送 性 材 料 と な る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 場 合 に よ っ て は 、 必 要 に 応 じ て 、 層 １ ０ ９ 及 び 層 １ １ １ を 、 発 光 と 電 子 輸 送 の 両 方 を 支
援 す る 機 能 を 発 揮 す る 単 一 層 に す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
カ ソ ー ド
　 発 光 が ア ノ ー ド を 通 過 す る 場 合 に は 、 本 発 明 に 用 い ら れ る カ ソ ー ド 層 １ １ ３ は 、 ほ と ん
ど す べ て の 導 電 性 材 料 を 含 ん で な る こ と が で き る 。 望 ま し い 材 料 は 、 下 部 の 有 機 層 と の 良
好 な 接 触 が 確 保 さ れ る よ う 良 好 な フ ィ ル ム 形 成 性 を 示 し 、 低 電 圧 で の 電 子 注 入 を 促 進 し 、
か つ 、 良 好 な 安 定 性 を 有 す る 。 有 用 な カ ソ ー ド 材 料 は 、 低 仕 事 関 数 金 属 （ ＜ ４ .０ eV） 又
は 合 金 を 含 む こ と が 多 い 。 好 適 な カ ソ ー ド 材 料 の １ 種 に 、 米 国 特 許 第 ４ ８ ８ ５ ２ ２ １ 号 明
細 書 に 記 載 さ れ て い る Mg:Ag合 金 （ 銀 含 有 率 １ ～ ２ ０ ％ ） を 含 む も の が あ る 。 別 の 好 適 な
種 類 の カ ソ ー ド 材 料 と し て 、 低 仕 事 関 数 金 属 又 は 金 属 塩 の 薄 層 に 、 こ れ よ り 厚 い 導 電 性 金
属 層 を キ ャ ッ プ さ せ て な る 二 層 形 が 挙 げ ら れ る 。 こ の よ う な カ ソ ー ド の 一 つ に 、 米 国 特 許
第 ５ ６ ７ ７ ５ ７ ２ 号 明 細 書 に 記 載 さ れ て い る 、 LiF薄 層 に こ れ よ り 厚 い Al層 を 載 せ て な る
も の が あ る 。 そ の 他 の 有 用 な カ ソ ー ド 材 料 と し て 、 米 国 特 許 第 ５ ０ ５ ９ ８ ６ １ 号 （ Littma
nら ） 、 同 第 ５ ０ ５ ９ ８ ６ ２ 号 （ VanSlyke） 及 び 同 第 ６ １ ４ ０ ７ ６ ３ 号 （ Hungら ） の 明 細
書 に 記 載 さ れ て い る も の が 挙 げ ら れ る が 、 こ れ ら に 限 定 は さ れ な い 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 カ ソ ー ド を 介 し て 発 光 を 観 察 す る 場 合 に は 、 当 該 カ ソ ー ド は 透 明 又 は ほ ぼ 透 明 で な け れ
ば な ら な い 。 こ の よ う な 用 途 の 場 合 、 金 属 が 薄 く な け れ ば な ら な い か 、 又 は 透 明 導 電 性 酸
化 物 も し く は こ れ ら 材 料 の 組 合 せ を 使 用 し な け れ ば な ら な い 。 米 国 特 許 第 ５ ７ ７ ６ ６ ２ ３
号 （ Hungら ） の 明 細 書 に 透 光 性 カ ソ ー ド が 詳 述 さ れ て い る 。 カ ソ ー ド 材 料 は 、 蒸 発 法 、 ス
パ ッ タ 法 又 は 化 学 的 気 相 成 長 法 に よ り 付 着 さ せ る こ と が で き る 。 必 要 な 場 合 に は 、 例 え ば
、 マ ス ク 介 在 蒸 着 法 、 米 国 特 許 第 ５ ２ ７ ６ ３ ８ ０ 号 （ Tang） 及 び 欧 州 特 許 出 願 公 開 第 ０ ７
３ ２ ８ ６ ８ 号 （ Nagayamaら ） の 明 細 書 に 記 載 の 一 体 型 シ ャ ド ー マ ス ク 法 、 レ ー ザ ー ア ブ レ
ー シ ョ ン 法 及 び 選 択 的 化 学 的 気 相 成 長 法 を は じ め と す る 多 く の 周 知 の 方 法 に よ り 、 パ タ ー
ン を 形 成 さ せ て も よ い 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
堆 積 構 造 体
　 輝 度 出 力 を 高 め る た め 、 堆 積 型 (stacked)有 機 電 場 発 光 デ バ イ ス を 製 作 し て も よ い 。 そ
の 場 合 、 複 数 の 有 機 電 場 発 光 ユ ニ ッ ト を ド ー プ ト 有 機 材 料 で 連 結 す る こ と が で き る 。 こ の
点 で 、 堆 積 型 有 機 電 場 発 光 デ バ イ ス は 、 ア ノ ー ド 、 カ ソ ー ド 、 該 ア ノ ー ド と 該 カ ソ ー ド と
の 間 に 配 置 さ れ た 複 数 の 電 場 発 光 ユ ニ ッ ト 、 及 び 各 電 場 発 光 ユ ニ ッ ト 間 に 配 置 さ れ た ド ー
プ ト 有 機 コ ネ ク タ を 含 ん で な る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 図 ６ に 、 当 該 有 機 電 場 発 光 層 を 本 発 明 の 方 法 に よ り 付 着 さ せ る こ と が で き る 堆 積 型 OLED
２ ０ ０ を 示 す 。 こ の 堆 積 型 OLEDは 、 ア ノ ー ド ２ １ ０ 及 び カ ソ ー ド ２ ４ ０ を 有 す る が 、 そ の
少 な く と も 一 方 は 透 明 で あ る 。 ア ノ ー ド と カ ソ ー ド の 間 に は Ｎ 個 の 有 機 Ｅ Ｌ ユ ニ ッ ト ２ ２
０ が 配 置 さ れ る 。 こ こ で 、 Ｎ は １ よ り 大 き い 。 こ れ ら の 有 機 Ｅ Ｌ ユ ニ ッ ト は 、 互 い に 、 か
つ 、 ア ノ ー ド 及 び カ ソ ー ド に 対 し 、 直 列 に 堆 積 さ れ 、 符 号 ２ ２ ０ ． １ ～ ２ ２ ０ ． Ｎ が 付 さ
れ て い る 。 こ こ で 、 ２ ２ ０ ． １ は 第 １ Ｅ Ｌ ユ ニ ッ ト （ ア ノ ー ド に 隣 接 す る ） で あ り 、 そ し
て ２ ２ ０ ． Ｎ は 第 Ｎ 番 目 の ユ ニ ッ ト （ カ ソ ー ド に 隣 接 す る ） で あ る 。 Ｎ が ２ よ り 大 き い 場
合 に は 、 ア ノ ー ド に も カ ソ ー ド に も 隣 接 し な い 有 機 Ｅ Ｌ ユ ニ ッ ト が 存 在 し 、 こ れ を 中 間 有
機 Ｅ Ｌ ユ ニ ッ ト と 称 す る こ と が で き る 。 隣 接 す る ２ つ の 有 機 Ｅ Ｌ ユ ニ ッ ト 間 の い ず れ に も
、 ド ー プ ト 有 機 コ ネ ク タ ２ ３ ０ が 配 置 さ れ る 。 Ｎ 個 の 有 機 Ｅ Ｌ ユ ニ ッ ト に つ い て は 全 部 で
Ｎ － １ 個 の ド ー プ ト 有 機 コ ネ ク タ が 存 在 し 、 こ れ を 符 号 ２ ３ ０ ． １ ～ ２ ３ ０ ． （ Ｎ － １ ）
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で 表 わ す 。 有 機 コ ネ ク タ ２ ３ ０ ． １ は 、 有 機 Ｅ Ｌ ユ ニ ッ ト の ２ ２ ０ ． １ と ２ ２ ０ ． ２ と の
間 に 配 置 さ れ た ド ー プ ト 有 機 コ ネ ク タ で あ り 、 ま た 、 有 機 コ ネ ク タ ２ ３ ０ ． （ Ｎ － １ ） は
、 有 機 Ｅ Ｌ ユ ニ ッ ト の ２ ２ ０ ． （ Ｎ － １ ） と ２ ２ ０ ． Ｎ と の 間 に 配 置 さ れ た ド ー プ ト 有 機
コ ネ ク タ で あ る 。 堆 積 型 OLED２ ０ ０ は 、 導 電 体 ２ ６ ０ を 介 し て 電 源 ２ ５ ０ に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 堆 積 型 OLED２ ０ ０ の 動 作 は 、 一 対 の 接 触 電 極 で あ る ア ノ ー ド ２ １ ０ と カ ソ ー ド ２ ４ ０ と
の 間 に 、 ア ノ ー ド ２ １ ０ が カ ソ ー ド ２ ４ ０ よ り も 正 電 位 と な る よ う に 電 源 ２ ５ ０ で 電 位 差
を 印 加 す る こ と に よ り 行 わ れ る 。 こ の 外 部 印 加 電 位 差 は 、 Ｎ 個 の 有 機 Ｅ Ｌ ユ ニ ッ ト 間 で 、
各 ユ ニ ッ ト の 電 気 抵 抗 に 比 例 す る よ う に 分 布 す る 。 堆 積 型 OLEDを 差 し 渡 す 電 位 差 に よ り 、
ア ノ ー ド ２ １ ０ か ら 第 １ 有 機 Ｅ Ｌ ユ ニ ッ ト ２ ２ ０ ． １ に 正 孔 （ 正 荷 電 キ ャ リ ヤ ） が 注 入 さ
れ 、 か つ 、 カ ソ ー ド ２ ４ ０ か ら 第 Ｎ 番 目 の 有 機 Ｅ Ｌ ユ ニ ッ ト ２ ２ ０ ． Ｎ に 電 子 （ 負 荷 電 キ
ャ リ ヤ ） が 注 入 さ れ る 。 同 時 に 、 各 ド ー プ ト 有 機 コ ネ ク タ 〔 ２ ３ ０ ． １ ～ ２ ３ ０ ． （ Ｎ －
１ ） 〕 に お い て 電 子 と 正 孔 が 発 生 し 、 そ し て 各 コ ネ ク タ か ら 分 離 さ れ る 。 例 え ば 、 ド ー プ
ト 有 機 コ ネ ク タ ２ ３ ０ ． （ ｘ － １ ） （ １ ＜ ｘ ≦ Ｎ ） に お い て こ の よ う に 発 生 し た 電 子 は 、
ア ノ ー ド の 方 向 へ 向 か い 、 隣 接 す る 有 機 Ｅ Ｌ ユ ニ ッ ト ２ ２ ０ ． （ ｘ － １ ） に 注 入 さ れ る 。
同 様 に 、 ド ー プ ト 有 機 コ ネ ク タ ２ ３ ０ ． （ ｘ － １ ） に お い て 発 生 し た 正 孔 は 、 カ ソ ー ド の
方 向 へ 向 か い 、 隣 接 す る 有 機 Ｅ Ｌ ユ ニ ッ ト ２ ２ ０ ． ｘ に 注 入 さ れ る 。 そ の 後 、 こ れ ら の 電
子 と 正 孔 が そ れ ぞ れ 対 応 す る 有 機 Ｅ Ｌ ユ ニ ッ ト に お い て 再 結 合 し て 光 を 発 生 し 、 こ れ を OL
EDの 透 明 電 極 （ 複 数 可 ） を 通 し て 観 察 す る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 堆 積 型 OLEDに 含 ま れ る 有 機 Ｅ Ｌ ユ ニ ッ ト の 数 は 、 一 般 原 則 と し て 、 ２ 以 上 で あ る 。 堆 積
型 OLEDに 含 ま れ る 有 機 Ｅ Ｌ ユ ニ ッ ト の 数 を 、 複 数 ユ ニ ッ ト の 輝 度 効 率 と し て ｃ ｄ ／ Ａ が 改
良 さ れ 、 又 は 極 大 化 さ れ る よ う な 数 に す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
デ バ イ ス 構 造
有 機 電 場 発 光 （ Ｅ Ｌ ） ユ ニ ッ ト
　 堆 積 型 OLED２ ０ ０ に 含 ま れ る 各 有 機 Ｅ Ｌ ユ ニ ッ ト ２ ２ ０ は 、 正 孔 と 電 子 の 輸 送 及 び 電 子
－ 正 孔 再 結 合 を 支 援 す る こ と に よ り 光 を 発 生 さ せ る こ と が で き る 。 各 有 機 Ｅ Ｌ ユ ニ ッ ト ２
２ ０ は 、 単 層 又 は 複 数 層 を 含 む こ と が で き る 。 有 機 Ｅ Ｌ ユ ニ ッ ト ２ ２ ０ は 、 低 分 子 OLED材
料 も し く は 高 分 子 LED材 料 （ い ず れ も 当 該 技 術 分 野 で 知 ら れ て い る ） 又 は こ れ ら の 組 合 せ
か ら 形 成 す る こ と が で き る 。 当 該 技 術 分 野 で は 、 本 発 明 の 有 機 Ｅ Ｌ ユ ニ ッ ト と し て 使 用 す
る こ と が で き る 有 機 Ｅ Ｌ 多 層 構 造 体 及 び 材 料 が 多 数 知 ら れ て い る 。 堆 積 型 OLEDデ バ イ ス の
各 有 機 Ｅ Ｌ ユ ニ ッ ト は 、 他 の ユ ニ ッ ト と 同 一 で あ っ て も 異 な っ て も よ い 。 有 機 Ｅ Ｌ ユ ニ ッ
ト の 一 部 が 高 分 子 LEDで あ り 、 そ の 他 の ユ ニ ッ ト が 低 分 子 OLEDで あ る こ と も で き る 。 各 有
機 Ｅ Ｌ ユ ニ ッ ト は 、 所 望 の 属 性 、 例 え ば 、 当 該 OLED堆 積 体 を 通 る 透 光 性 、 駆 動 電 圧 、 輝 度
効 率 、 発 光 色 、 製 造 適 性 、 デ バ イ ス 安 定 性 、 等 を 達 成 し 、 又 は 性 能 を 最 適 化 す る よ う に 選
定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 図 ７ に 、 堆 積 型 OLED３ ０ ０ の 別 の 有 用 な 態 様 を 示 す 。 当 該 多 重 有 機 電 場 発 光 層 は 本 発 明
の 方 法 に よ り 付 着 さ せ る こ と が で き る 。 図 ７ に は 、 Ｎ 個 の 有 機 Ｅ Ｌ ユ ニ ッ ト ３ ２ ０ が 存 在
し 、 そ れ ぞ れ が HTL３ ２ ３ 及 び ETL３ ２ ７ を 含 む 。 こ の 基 本 ユ ニ ッ ト の 層 構 造 を 、 便 宜 上 、
HTL/ETLと 表 わ す 。 有 機 Ｅ Ｌ ユ ニ ッ ト 間 に は ド ー プ ト 有 機 コ ネ ク タ ２ ３ ０ も 設 け ら れ 、 こ
れ が 上 述 し た よ う に 機 能 す る 。 デ バ イ ス ３ ０ ０ で は 、 ド ー プ ト 有 機 コ ネ ク タ は 、 あ る 有 機
Ｅ Ｌ ユ ニ ッ ト の HTLへ の 正 孔 注 入 を 促 進 し 、 か つ 、 隣 接 す る 有 機 Ｅ Ｌ ユ ニ ッ ト の ETLへ の 電
子 注 入 を 促 進 す る 。 各 有 機 Ｅ Ｌ ユ ニ ッ ト の 内 部 で は 、 正 孔 及 び 電 子 の 各 キ ャ リ ヤ の 輸 送 が
そ れ ぞ れ HTL及 び ETLに よ っ て 支 援 さ れ る 。 各 有 機 Ｅ Ｌ ユ ニ ッ ト の 内 部 の HTL/ETL界 面 又 は
そ の 付 近 の 近 傍 で 正 孔 キ ャ リ ヤ と 電 子 キ ャ リ ヤ と が 再 結 合 す る こ と に よ り 光 が 発 生 す る （
電 場 発 光 ） 。 各 有 機 Ｅ Ｌ ユ ニ ッ ト に お け る HTLに 符 号 ３ ２ ３ ． １ ～ ３ ２ ３ ． Ｎ を 付 け る 。
こ の 態 様 で は 、 ３ ２ ３ ． １ が ア ノ ー ド に 隣 接 す る 有 機 Ｅ Ｌ ユ ニ ッ ト ３ ２ ０ ． １ に 含 ま れ る
HTLで あ り 、 そ し て ３ ２ ３ ． Ｎ が カ ソ ー ド に 隣 接 す る 有 機 Ｅ Ｌ ユ ニ ッ ト ３ ２ ０ ． Ｎ に 含 ま
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れ る HTLで あ る 。 同 様 に 、 各 有 機 Ｅ Ｌ ユ ニ ッ ト に お け る ETLに 符 号 ３ ２ ７ ． １ ～ ３ ２ ７ ． Ｎ
を 付 け る 。 各 有 機 Ｅ Ｌ ユ ニ ッ ト に 含 ま れ る HTLは 、 使 用 材 料 、 層 厚 、 付 着 法 、 等 に 関 し て
同 一 で あ っ て も 異 な っ て も よ い 。 デ バ イ ス の HTLの 特 性 は 、 例 え ば 、 OLED堆 積 体 を 通 る 透
光 性 、 駆 動 電 圧 、 輝 度 効 率 、 発 光 色 、 製 造 適 性 、 デ バ イ ス 安 定 性 、 等 の よ う な 所 望 の 特 性
又 は 性 能 を 達 成 す る よ う に 個 別 に 最 適 化 す る こ と が で き る 。 同 じ こ と が ETLに つ い て も 当
て は ま る 。 必 須 で は な い が 、 ア ノ ー ド ２ １ ０ と 第 １ HTL３ ２ ３ ． Ｎ と の 間 に 正 孔 注 入 層 （ H
IL） ３ ２ １ ． １ を 設 け る こ と が 好 ま し い 。 同 様 に 、 必 須 で は な い が 、 カ ソ ー ド と 最 終 ETL
３ ２ ７ ． Ｎ と の 間 に 電 子 注 入 層 （ EIL） ３ ２ ９ ． Ｎ を 設 け る こ と も 好 ま し い 。 HIL及 び EIL
は 、 共 に 電 極 か ら の 電 荷 注 入 を 改 良 す る 。 図 ７ に は 示 さ れ て い な い が 、 有 機 Ｅ Ｌ ユ ニ ッ ト
は 、 必 要 に 応 じ て 、 HTLと ド ー プ ト 有 機 コ ネ ク タ と の 間 に HILを 含 む こ と が で き る 。 同 様 に
、 有 機 Ｅ Ｌ ユ ニ ッ ト は 、 必 要 に 応 じ て 、 ETLと ド ー プ ト 有 機 コ ネ ク タ と の 間 に EILを 含 む こ
と が で き る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 図 ８ に 、 堆 積 型 OLED４ ０ ０ の 別 の 態 様 を 示 す 。 こ の 場 合 、 有 機 Ｅ Ｌ ユ ニ ッ ト ４ ２ ０ に は
HTLと ETLと の 間 に 配 置 さ れ た 発 光 層 （ LEL） ３ ２ ５ が 含 ま れ る 。 こ の ユ ニ ッ ト 構 造 を 、 便
宜 上 、 HTL/LEL/ETLと 示 す 。 こ の 態 様 で は 、 正 孔 キ ャ リ ヤ と 電 子 キ ャ リ ヤ と の 再 結 合 及 び
電 場 発 光 は 、 主 と し て LELに お い て 起 こ る 。 各 有 機 Ｅ Ｌ ユ ニ ッ ト に 含 ま れ る LELに 符 号 ３ ２
５ ． １ ～ ３ ２ ５ ． Ｎ を 付 け る 。 こ の 態 様 で は 、 ３ ２ ５ ． １ が 有 機 Ｅ Ｌ ユ ニ ッ ト ４ ２ ０ ． １
に お い て ア ノ ー ド に 隣 接 す る LELで あ り 、 そ し て ３ ２ ５ ． Ｎ が 有 機 Ｅ Ｌ ユ ニ ッ ト ４ ２ ０ ．
Ｎ に お い て カ ソ ー ド に 隣 接 す る LELで あ る 。 デ バ イ ス に 含 ま れ る LELの 特 性 は 、 例 え ば 、 OL
ED堆 積 体 を 通 る 透 光 性 、 駆 動 電 圧 、 輝 度 効 率 、 発 光 色 、 製 造 適 性 、 デ バ イ ス 安 定 性 、 等 の
よ う な 所 望 の 特 性 又 は 性 能 を 達 成 す る よ う に 個 別 に 最 適 化 す る こ と が で き る 。 HTL、 ETL、
HIL及 び EILに 関 す る 上 記 説 明 は 、 図 ８ に つ い て も 当 て は ま る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 堆 積 型 OLEDの 駆 動 電 圧 を 極 力 低 く す る た め 、 各 有 機 Ｅ Ｌ ユ ニ ッ ト を 、 電 場 発 光 効 率 を 損
ね な い 範 囲 で 、 可 能 な 限 り 薄 く す る こ と が 望 ま れ る 。 各 有 機 Ｅ Ｌ ユ ニ ッ ト の 厚 さ は ５ ０ ０
nm未 満 で あ る こ と が 好 ま し く 、 そ れ を ２ ～ ２ ０ ０ nmの 範 囲 内 と す る こ と が 一 層 好 ま し い 。
ま た 、 有 機 Ｅ Ｌ ユ ニ ッ ト に 含 ま れ る 各 層 の 厚 さ は ２ ０ ０ nm以 下 と す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ １ ０ ２ 】
ド ー プ ト 有 機 コ ネ ク タ
　 隣 接 す る 有 機 Ｅ Ｌ ユ ニ ッ ト 間 に 設 け ら れ る ド ー プ ト 有 機 コ ネ ク タ は 、 隣 接 す る 有 機 Ｅ Ｌ
ユ ニ ッ ト へ の 電 子 及 び 正 孔 注 入 の 効 率 化 を 図 る 上 で 必 要 で あ る こ と か ら 、 き わ め て 重 要 と
な る 。 本 発 明 の 各 ド ー プ ト 有 機 コ ネ ク タ は 、 少 な く と も １ つ の ｎ 型 ド ー プ ト 有 機 層 も し く
は 少 な く と も １ つ の ｐ 型 ド ー プ ト 有 機 層 又 は こ れ ら の 層 の 組 合 せ を 含 む 。 好 ま し く は 、 ド
ー プ ト 有 機 コ ネ ク タ は 、 ｎ 型 ド ー プ ト 有 機 層 と ｐ 型 ド ー プ ト 有 機 層 の 両 方 を 互 い に 隣 接 す
る よ う に 配 置 さ せ て ｐ － ｎ へ テ ロ 接 合 を 形 成 さ せ る 。 ま た 、 ｎ 型 ド ー プ ト 有 機 層 を ア ノ ー
ド 側 に 向 け て 配 置 し 、 そ し て ｐ 型 ド ー プ ト 有 機 層 を カ ソ ー ド 側 に 向 け て 配 置 す る こ と も 好
ま し い 。 図 ９ に 、 こ の 構 成 の 非 限 定 例 を 示 す 。 こ こ で は 、 ２ つ の 堆 積 型 有 機 Ｅ Ｌ ユ ニ ッ ト
３ ２ ０ ． １ 及 び ３ ２ ０ ． ２ が 示 さ れ て い る 。 ETL、 HTL、 HIL及 び EILの 定 義 に つ い て は 上 述
し た と お り で あ る 。 堆 積 型 OLED５ ０ ０ に お い て 、 ｎ 型 ド ー プ ト 有 機 層 ２ ３ ７ が ETL３ ２ ７
． １ と ｐ 型 ド ー プ ト 有 機 層 ２ ３ ３ と の 間 に 設 け ら れ て い る 。 ｐ 型 ド ー プ ト 有 機 層 ２ ３ ３ が
ｎ 型 ド ー プ ト 有 機 層 ２ ３ ７ と HTL３ ２ ３ ． ２ と の 間 に 設 け ら れ て い る 。 ｎ 型 ド ー プ ト 有 機
層 を 使 用 す る か 、 ｐ 型 ド ー プ ト 有 機 層 を 使 用 す る か 、 又 は こ れ ら 両 方 （ ｐ － ｎ 接 合 ） を 使
用 す る か の 選 択 は 、 部 分 的 に は 、 当 該 有 機 Ｅ Ｌ ユ ニ ッ ト に 含 ま れ る 有 機 材 料 に 依 存 す る 。
各 コ ネ ク タ を 、 特 定 の 組 合 せ の 有 機 Ｅ Ｌ ユ ニ ッ ト に つ い て 最 良 の 性 能 が 得 ら れ る よ う に 最
適 化 す る こ と が で き る 。 こ の 最 適 化 に は 、 材 料 、 層 厚 、 付 着 様 式 、 等 の 選 定 が 含 ま れ る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 ｎ 型 ド ー プ ト 有 機 層 と は 、 当 該 有 機 層 が ド ー ピ ン グ 後 に 半 導 体 性 を 示 し 、 こ の 層 を 流 れ
る 電 流 が 実 質 的 に 電 子 に よ っ て 運 ば れ る こ と を 意 味 す る 。 ｐ 型 ド ー プ ト 有 機 層 と は 、 当 該
有 機 層 が ド ー ピ ン グ 後 に 半 導 体 性 を 示 し 、 こ の 層 を 流 れ る 電 流 が 実 質 的 に 正 孔 に よ っ て 運
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ば れ る こ と を 意 味 す る 。 ｐ － ｎ ヘ テ ロ 接 合 と は 、 ｐ 型 層 と ｎ 型 層 と が 互 い に 接 触 し た 時 に
形 成 さ れ る 界 面 領 域 （ 接 合 部 ） を 意 味 す る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 各 ド ー プ ト 有 機 コ ネ ク タ に お け る ｎ 型 ド ー プ ト 有 機 層 は 、 ホ ス ト 有 機 材 料 と 少 な く と も
１ 種 の ｎ 型 ド ー パ ン ト を 含 む 。 ｎ 型 ド ー プ ト 有 機 層 に お け る ホ ス ト 材 料 は 、 低 分 子 材 料 も
し く は 高 分 子 材 料 又 は こ れ ら の 両 方 を 含 む こ と が で き 、 そ し て そ れ が 電 子 輸 送 を 支 援 で き
る こ と が 好 ま し い 。 各 ド ー プ ト 有 機 コ ネ ク タ に お け る ｐ 型 ド ー プ ト 有 機 層 は 、 ホ ス ト 有 機
材 料 と 少 な く と も １ 種 の ｐ 型 ド ー パ ン ト を 含 む 。 該 ホ ス ト 材 料 は 、 低 分 子 材 料 も し く は 高
分 子 材 料 又 は こ れ ら の 両 方 を 含 む こ と が で き 、 そ し て そ れ が 正 孔 輸 送 を 支 援 で き る こ と が
好 ま し い 。 場 合 に よ っ て は 、 ｎ 型 ド ー プ ト 有 機 層 と ｐ 型 ド ー プ ト 有 機 層 の 双 方 に つ い て 、
上 述 し た 正 孔 輸 送 特 性 及 び 電 子 輸 送 特 性 の 両 方 を 示 す こ と を 条 件 に 、 同 一 の ホ ス ト 材 料 を
使 用 す る こ と が で き る 。 ｎ 型 ド ー プ ト 濃 度 又 は ｐ 型 ド ー プ ト 濃 度 は 、 ０ ． ０ １ ～ １ ０ 体 積
％ の 範 囲 内 に あ る こ と が 好 ま し い 。 各 ド ー プ ト 有 機 コ ネ ク タ の 全 厚 は 、 典 型 的 に は １ ０ ０
nm未 満 、 好 ま し く は 約 １ ～ １ ０ ０ nmの 範 囲 内 で あ る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 従 来 型 OLEDデ バ イ ス に 使 用 さ れ て い る 有 機 電 子 輸 送 性 材 料 は 、 ｎ 型 ド ー プ ト 有 機 層 の ホ
ス ト 材 料 の 一 種 と し て 有 用 で あ る 。 好 適 な 材 料 は 、 オ キ シ ン 自 体 （ 8-キ ノ リ ノ ー ル 又 は 8-
ヒ ド ロ キ シ キ ノ リ ン と も 呼 ば れ る ） の キ レ ー ト を は じ め と す る 金 属 キ レ ー ト 化 オ キ シ ノ イ
ド 化 合 物 、 例 え ば 、 ト リ ス （ 8-ヒ ド ロ キ シ キ ノ リ ン ） ア ル ミ ニ ウ ム で あ る 。 他 の 材 料 と し
て は 、 Tang（ 米 国 特 許 第 ４ ３ ５ ６ ４ ２ ９ 号 ） が 開 示 し て い る 各 種 ブ タ ジ エ ン 誘 導 体 、 VanS
lyke（ 米 国 特 許 第 ４ ５ ３ ９ ５ ０ ７ 号 ） が 開 示 し て い る 各 種 複 素 環 式 蛍 光 増 白 剤 、 ト リ ア ジ
ン 類 、 ヒ ド ロ キ シ キ ノ リ ン 誘 導 体 及 び ベ ン ズ ア ゾ ー ル 誘 導 体 が 挙 げ ら れ る 。 ま た 、 Murata
ら 〔 Applied Physics Letters, 80, 189 (2002)〕 が 報 告 し て い る 2,5-ビ ス (2’ ,2” -ビ プ
リ ジ ン -6-イ ル )-1,1-ジ メ チ ル -3,4-ジ フ ェ ニ ル シ ラ シ ク ロ ペ ン タ ジ エ ン の よ う な シ ロ ー ル
誘 導 体 も 、 有 用 な ホ ス ト 材 料 で あ る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 ド ー プ ト 有 機 コ ネ ク タ の ｎ 型 ド ー プ ト 有 機 層 に お け る ｎ 型 ド ー パ ン ト と し て 使 用 さ れ る
材 料 に は 、 仕 事 関 数 が ４ ． ０ eV未 満 で あ る 金 属 又 は 金 属 化 合 物 が 含 ま れ る 。 特 に 有 用 な ド
ー パ ン ト と し て 、 ア ル カ リ 金 属 、 ア ル カ リ 金 属 化 合 物 、 ア ル カ リ 土 類 金 属 及 び ア ル カ リ 土
類 金 属 化 合 物 が 挙 げ ら れ る 。 用 語 「 金 属 化 合 物 」 に は 、 有 機 金 属 錯 体 、 金 属 有 機 塩 、 並 び
に 無 機 塩 、 無 機 酸 化 物 及 び 無 機 ハ ロ ゲ ン 化 物 が 包 含 さ れ る 。 含 金 属 ｎ 型 ド ー パ ン ト の 種 類
の 中 で は 、 特 に 、 Li、 Na、 K、 Rb、 Cs、 Mg、 Ca、 Sr、 Ba、 La、 Ce、 Sm、 Eu、 Tb、 Dy又 は Yb
及 び そ れ ら の 化 合 物 が 有 用 で あ る 。 ド ー プ ト 有 機 コ ネ ク タ の ｎ 型 ド ー プ ト 有 機 層 に お け る
ｎ 型 ド ー パ ン ト と し て 使 用 さ れ る 材 料 に は 、 電 子 供 与 性 の 強 い 有 機 還 元 剤 も 含 ま れ る 。 「
電 子 供 与 性 の 強 い 」 と は 、 当 該 有 機 ド ー パ ン ト が 、 少 な く と も 一 部 の 電 子 荷 電 を ホ ス ト に
供 与 す る こ と に よ り 該 ホ ス ト と 電 荷 移 動 錯 体 を 形 成 で き る こ と を 意 味 す る 。 有 機 分 子 の 非
限 定 例 と し て 、 ビ ス （ エ チ レ ン ジ チ オ ） -テ ト ラ チ ア フ ル バ レ ン (BEDT-TTF)、 テ ト ラ チ ア
フ ル バ レ ン (TTF)及 び そ れ ら の 誘 導 体 が 挙 げ ら れ る 。 高 分 子 ホ ス ト の 場 合 に は 、 当 該 ド ー
パ ン ト は 、 上 述 し た い ず れ の も の で あ っ て も よ く 、 ま た 少 量 成 分 と し て 、 当 該 ホ ス ト に 分
子 レ ベ ル で 分 散 さ れ て い る 材 料 又 は 共 重 合 さ れ て い る 材 料 で あ る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 従 来 型 OLEDデ バ イ ス に 使 用 さ れ て い る 正 孔 輸 送 性 材 料 は 、 ｐ 型 ド ー プ ト 有 機 層 の ホ ス ト
材 料 の 一 種 と し て 有 用 で あ る 。 好 適 な 材 料 と し て 、 そ の 少 な く と も 一 つ が 芳 香 族 環 の 環 員
で あ る 炭 素 原 子 に の み 結 合 し て い る ３ 価 窒 素 原 子 を １ 個 以 上 含 有 す る 芳 香 族 第 三 ア ミ ン が
挙 げ ら れ る 。 一 つ の 形 態 と し て 、 芳 香 族 第 三 ア ミ ン は ア リ ー ル ア ミ ン 、 例 え ば 、 モ ノ ア リ
ー ル ア ミ ン 、 ジ ア リ ー ル ア ミ ン 、 ト リ ア リ ー ル ア ミ ン 又 は 高 分 子 ア リ ー ル ア ミ ン で あ る こ
と が で き る 。 １ 以 上 の ビ ニ ル 基 で 置 換 さ れ た 、 及 び ／ 又 は 少 な く と も 一 つ の 活 性 水 素 含 有
基 を 含 む 、 そ の 他 の 好 適 な ト リ ア リ ー ル ア ミ ン が 、 米 国 特 許 第 ３ ５ ６ ７ ４ ５ ０ 号 及 び 同 第
３ ６ ５ ８ ５ ２ ０ 号 (Brantleyら )に 記 載 さ れ て い る 。 よ り 好 ま し い 種 類 の 芳 香 族 第 三 ア ミ ン
は 、 米 国 特 許 第 ４ ７ ２ ０ ４ ３ ２ 号 （ VanSlyke） 及 び 同 第 ５ ０ ６ １ ５ ６ ９ 号 （ VanSlykeら ）
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に 記 載 さ れ て い る よ う な 芳 香 族 第 三 ア ミ ン 部 分 を ２ 個 以 上 含 有 す る も の で あ る 。 非 限 定 例
と し て 、 N,N’ -ジ （ ナ フ タ レ ン -1-イ ル ） -N,N’ -ジ フ ェ ニ ル -ベ ン ジ ジ ン （ NPB） 、 N,N’ -
ジ フ ェ ニ ル - N,N’ -ビ ス (3-メ チ ル フ ェ ニ ル )-1,1-ビ フ ェ ニ ル -4,4’ -ジ ア ミ ン （ TPD） 及
び N,N,N’ ,N’ -テ ト ラ ナ フ チ ル -ベ ン ジ ジ ン （ TNB） が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 ド ー プ ト 有 機 コ ネ ク タ の ｐ 型 ド ー プ ト 有 機 層 に お け る ｐ 型 ド ー パ ン ト と し て 使 用 さ れ る
材 料 は 、 電 子 求 引 性 の 強 い 酸 化 剤 で あ る 。 「 電 子 求 引 性 の 強 い 」 と は 、 当 該 有 機 ド ー パ ン
ト が 、 当 該 ホ ス ト か ら 一 部 の 電 子 荷 電 を 受 容 す る こ と に よ り 該 ホ ス ト と 電 荷 移 動 錯 体 を 形
成 で き る こ と を 意 味 す る 。 非 限 定 例 と し て 、 有 機 化 合 物 、 例 え ば 、 2,3,5,6-テ ト ラ フ ル オ
ロ -7,7,8,8-テ ト ラ シ ア ノ キ ノ ジ メ タ ン （ F 4 -TCNQ） 及 び 他 の TCNQ誘 導 体 、 並 び に 無 機 酸 化
剤 、 例 え ば 、 ヨ ウ 素 、 FeCl 3 、 SbCl 5 そ の 他 の 金 属 塩 化 物 が 挙 げ ら れ る 。 高 分 子 ホ ス ト の 場
合 に は 、 当 該 ド ー パ ン ト は 、 上 述 し た い ず れ の も の で あ っ て も よ く 、 ま た 少 量 成 分 と し て
、 当 該 ホ ス ト に 分 子 レ ベ ル で 分 散 さ れ て い る 材 料 又 は 共 重 合 さ れ て い る 材 料 で あ る こ と が
で き る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 ｎ 型 ド ー プ ト 有 機 層 又 は ｐ 型 ド ー プ ト 有 機 層 の い ず れ の ホ ス ト と し て も 使 用 す る こ と が
で き る 材 料 の 例 と し て 、 米 国 特 許 第 ５ ９ ７ ２ ２ ４ ７ 号 （ Shiら ） 及 び 式 Ｆ に 記 載 の 各 種 ア
ン ト ラ セ ン 誘 導 体 、 あ る 種 の カ ル バ ゾ ー ル 誘 導 体 、 例 え ば 、 4,4-ビ ス (9-ジ カ ル バ ゾ リ ル )
-ビ フ ェ ニ ル （ CBP） 、 並 び に ジ ス チ リ ル ア リ ー レ ン 誘 導 体 、 例 え ば 、 4,4’ -ビ ス （ 2,2’ -
ジ フ ェ ニ ル ビ ニ ル ） -1,1’ -ビ フ ェ ニ ル 及 び 米 国 特 許 第 ５ １ ２ １ ０ ２ ９ 号 （ Hosokawaら
） に 記 載 さ れ て い る も の 、 が 挙 げ ら れ る が 、 こ れ ら に 限 定 は さ れ な い 。
　 本 発 明 の ド ー プ ト 有 機 コ ネ ク タ を 製 作 す る た め に 用 い ら れ る 材 料 は 、 発 光 に 対 し て 実 質
的 に 透 明 で あ る 。
【 ０ １ １ ０ 】
封 入
　 ほ と ん ど の OLEDデ バ イ ス は 湿 分 及 び ／ 又 は 酸 素 に 対 し て 感 受 性 を 示 す た め 、 窒 素 又 は ア
ル ゴ ン の よ う な 乾 燥 不 活 性 雰 囲 気 に お い て シ ー ル さ れ る 酸 素 及 び 湿 分 不 透 過 性 基 材 及 び カ
バ ー 部 材 を 含 む 気 密 閉 鎖 容 器 に お い て 封 入 さ れ な け れ ば な ら な い 。 米 国 特 許 第 ６ ２ ２ ６ ８
９ ０ 号 （ Borosonら ） の 明 細 書 に 記 載 さ れ て い る よ う に 、 プ ロ セ ス チ ャ ン バ の 雰 囲 気 を 乾
燥 す る た め ア ル ミ ナ 、 ボ ー キ サ イ ト 、 硫 酸 カ ル シ ウ ム 、 ク レ ー 、 シ リ カ ゲ ル 、 ゼ オ ラ イ ト
、 ア ル カ リ 金 属 酸 化 物 、 ア ル カ リ 土 類 金 属 酸 化 物 、 ス ル フ ェ ー ト 、 金 属 ハ ロ ゲ ン 化 物 及 び
金 属 過 塩 素 酸 塩 の よ う な 乾 燥 剤 を 使 用 す る こ と が で き 、 ま た 該 乾 燥 剤 を 該 閉 鎖 容 器 に 含 め
る こ と が で き る 。 カ バ ー 部 材 は 、 OLEDデ バ イ ス の カ ソ ー ド 構 造 体 の 上 に 直 接 付 着 さ せ て も
よ い し 、 Ｅ Ｌ 層 の 付 着 工 程 に 続 い て 当 該 基 板 に 接 着 さ れ る 独 立 し た 要 素 か ら な る こ と も で
き る 。 基 板 と カ バ ー 部 材 の 気 密 接 着 は 、 例 え ば 、 表 面 活 性 化 法 や 静 電 又 は 陽 極 接 着 法 に よ
っ て 代 表 さ れ る 直 接 接 着 法 、 及 び 基 板 と カ バ ー 部 材 と の 間 に 接 着 剤 と し て 中 間 材 料 を 導 入
す る 間 接 接 着 法 の よ う な 各 種 の 手 段 に よ っ て 達 成 す る こ と が で き る 。 好 適 な 中 間 材 料 と し
て 、 マ イ ク ロ ガ ラ ス ビ ー ズ 、 粒 子 又 は ロ ッ ド を 充 填 す る こ と が で き る エ ポ キ シ 化 合 物 の よ
う な 有 機 接 着 剤 、 及 び 低 融 点 ガ ラ ス や 合 金 の よ う な 無 機 接 着 剤 が 挙 げ ら れ る 。 無 機 シ ー ル
材 料 は 、 酸 素 や 湿 分 の 透 過 性 を 極 力 抑 え る の に 好 ま し く 、 そ し て 当 該 シ ー ル を Ｅ Ｌ 層 の コ
ー テ ィ ン グ 付 着 工 程 と 同 一 の 乾 燥 不 活 性 条 件 下 で 行 う 場 合 に は 、 乾 燥 剤 を 追 加 す る 必 要 が
な く な る こ と も あ る 。 基 板 に 対 す る 接 着 剤 の 密 着 性 を 高 め る た め 、 基 板 及 び カ バ ー 部 材 の
上 に イ ン ジ ウ ム 錫 酸 化 物 、 ニ ッ ケ ル 又 は 金 の よ う な コ ー テ ィ ン グ を 使 用 す る こ と が で き る
。 必 要 に 応 じ て 、 基 板 の 周 囲 に 、 リ ボ ン 状 、 ワ イ ア 状 、 粉 末 状 、 ペ ー ス ト 状 及 び プ レ フ ォ
ー ム 状 の 有 機 接 着 剤 及 び 無 機 接 着 剤 を 分 配 し て も よ い 。 接 着 剤 は 、 基 板 上 に 接 着 剤 液 滴 を
噴 射 し て 離 散 液 滴 又 は 連 続 ト レ ー ス を 形 成 す る イ ン ク ジ ェ ッ ト 技 法 を 使 用 し て 、 精 密 に 制
御 さ れ た 方 法 で 有 利 に 付 着 さ せ る こ と が で き る 。 シ ー ル 工 程 は 、 解 離 ガ ス の よ う な 有 害 な
副 生 物 を 発 生 し て は な ら ず 、 ま た 、 Ｅ Ｌ 被 膜 の 温 度 制 限 に よ り 拘 束 さ れ る が 、 こ れ ら の 影
響 を シ ー ル 領 域 に 限 定 し 得 る 場 合 に は こ の 限 り で は な い 。
【 ０ １ １ １ 】
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高 分 子 型 Ｌ Ｅ Ｄ
　 有 機 発 光 領 域 は 、 高 分 子 材 料 、 ２ 種 以 上 の 高 分 子 材 料 の ブ レ ン ド 、 又 は ド ー プ ト ポ リ マ
ー も し く は ポ リ マ ー ブ レ ン ド で あ っ て も よ い 。 当 該 技 術 分 野 で は 、 半 導 体 性 共 役 ポ リ マ ー
又 は コ ポ リ マ ー 、 高 分 子 主 鎖 に 沿 っ て 非 局 在 化 π 電 子 系 を 有 す る ポ リ マ ー が 、 適 当 な 接 触
層 か ら 電 荷 担 体 を 注 入 す る こ と に よ り 電 場 発 光 を 示 す こ と が 知 ら れ て い る 。 典 型 的 な ド ー
パ ン ト は 、 先 に 低 分 子 型 に つ い て 記 載 し た も の で あ る 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 典 型 的 な 高 分 子 材 料 と し て 、 置 換 型 又 は 無 置 換 型 ポ リ （ p-フ ェ ニ レ ン ビ ニ レ ン ） (PPV)
誘 導 体 、 置 換 型 又 は 無 置 換 型 ポ リ （ p-フ ェ ニ レ ン ） （ PPP） 誘 導 体 、 置 換 型 又 は 無 置 換 型
ポ リ フ ル オ レ ン （ PF） 誘 導 体 、 置 換 型 又 は 置 換 型 ポ リ （ p-ピ リ ジ ン ） 、 置 換 型 又 は 無 置 換
型 ポ リ （ p-ピ リ ダ ル ビ ニ レ ン ） 誘 導 体 、 及 び 置 換 型 又 は 無 置 換 型 ポ リ （ p-フ ェ ニ レ ン ） ラ
ダ ー 又 は ス テ ッ プ ラ ダ ー ポ リ マ ー 、 並 び に 米 国 特 許 第 ５ ８ ８ １ ０ ８ ３ 号 （ Diaz-Garcia）
及 び そ の 中 の 文 献 に 教 示 さ れ て い る よ う な こ れ ら の コ ポ リ マ ー が 挙 げ ら れ る が 、 こ れ ら に
限 定 は さ れ な い 。 置 換 基 と し て は 、 ア ル キ ル 、 シ ク ロ ア ル キ ル 、 ア ル ケ ニ ル 、 ア リ ー ル 、
ヘ テ ロ ア リ ー ル 、 ア ル コ キ シ 、 ア リ ー ル オ キ シ 、 ア ミ ノ 、 ニ ト ロ 、 チ オ 、 ハ ロ 、 ヒ ド ロ キ
シ 及 び シ ア ノ が 挙 げ ら れ る が 、 こ れ ら に 限 定 は さ れ な い 。 上 記 の 具 体 例 が 米 国 特 許 第 ６ ２
８ ４ ４ ３ ５ 号 及 び 国 際 公 開 第 ０ ２ ／ ２ ６ ８ ５ ９ 号 に 記 載 さ れ て お り 、 こ れ ら を 本 明 細 書 の
一 部 と す る 。 典 型 的 な ポ リ マ ー は 、 ポ リ （ p-フ ェ ニ レ ン ビ ニ レ ン ） 、 ジ ア ル キ ル -、 ジ ア
リ ー ル -、 ジ ア ミ ノ -又 は ジ ア ル コ キ シ -置 換 型 Ｐ Ｐ Ｖ 、 モ ノ ア ル キ ル -モ ノ ア ル コ キ シ -置
換 型 Ｐ Ｐ Ｖ 、 モ ノ ア リ ー ル 置 換 型 Ｐ Ｐ Ｖ 、 9,9’ -ジ ア ル キ ル 又 は ジ ア リ ー ル -置 換 型 Ｐ Ｆ
、 9,9’ -モ ノ ア ル キ ル -モ ノ ア リ ー ル -置 換 型 Ｐ Ｆ 、 9-モ ノ ア ル キ ル 又 は ア リ ー ル -置 換 型
Ｐ Ｆ 、 Ｐ Ｐ Ｐ 、 ジ ア ル キ ル -、 ジ ア リ ー ル -、 ジ ア ミ ノ -又 は ジ ア ル コ キ シ -置 換 型 Ｐ Ｐ Ｐ 、
モ ノ ア ル キ ル -、 ア リ ー ル -、 ア ル コ キ シ -又 は ア ミ ノ -置 換 型 Ｐ Ｐ Ｐ で あ る 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 あ る 特 定 の 状 況 下 で は 、 有 機 溶 剤 へ の 溶 解 度 が 高 い ポ リ マ ー 前 駆 体 を 使 用 す る こ と が 有
利 と な る 場 合 が あ る 。 当 該 モ ノ マ ー の 化 学 合 成 、 そ の 前 駆 体 へ の 重 合 、 及 び そ の Ｐ Ｐ Ｖ へ
の 熱 転 換 に つ い て 必 要 な 条 件 の 詳 細 が 、 文 献 、 例 え ば 、 D.D.C. Bradleyの J. Phys. D(App
lied Physics)20, 1389(1987)並 び に J.D. Stenger Smith, R.W. Lenz及 び G. Wegner, Pol
ymer 30, 1048(1989)に 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 有 機 領 域 は 、 ド ー パ ン ト を 含 む か 又 は 含 ま な い 、 ２ 種 以 上 の 低 分 子 材 料 及 び 高 分 子 材 料
の 組 合 せ で あ っ て も よ い 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 以 下 、 上 記 層 の 他 の 特 徴 の 一 部 を 特 定 す る 。 当 該 高 分 子 フ ィ ル ム は 、 １ ０ nm～ ５ μ ｍ の
範 囲 内 の 実 質 的 に 均 一 な 厚 さ を 有 す る こ と が 典 型 的 で あ り 、 ま た 、 非 輻 射 的 再 結 合 中 心 と
し て 作 用 す る 欠 陥 を 実 質 的 に 含 ま な い 。 当 該 ポ リ マ ー は 、 理 想 的 に は 、 酸 素 及 び 湿 分 に 対
し て 安 定 で あ る べ き で あ る 。 当 該 ポ リ マ ー は 、 下 部 の 層 に 対 す る 密 着 性 が 良 好 で あ る こ と
、 応 力 に よ る 亀 裂 発 生 に 対 す る 耐 性 が 良 好 で あ る こ と 、 並 び に 収 縮 、 膨 潤 、 再 結 晶 化 そ の
他 の 形 態 変 化 に 対 す る 耐 性 が 良 好 で あ る こ と 、 も 必 要 で あ る 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 ア ノ ー ド 及 び ／ 又 は カ ソ ー ド の 保 護 層 を 使 用 す る こ と が 必 要 に な る 場 合 も あ る 。 保 護 層
は 、 本 明 細 書 の 一 部 と す る 国 際 公 開 第 ９ ８ ／ ０ ５ １ ８ ７ 号 に 記 載 さ れ て い る よ う に 前 駆 体
ポ リ マ ー の 転 換 副 生 物 に 対 し て バ リ ア と し て 作 用 す る よ う に 選 定 さ れ る 。
【 ０ １ １ ７ 】
電 気 的 検 討 事 項
　 Ｅ Ｌ 被 膜 が 発 光 す る た め に は 、 そ の 厚 さ 方 向 に 電 位 差 を 展 開 さ せ る こ と が 必 要 で あ る 。
放 出 さ れ る 光 の 強 度 は 局 部 電 位 差 に 関 連 す る の で 、 ア ノ ー ド 又 は カ ソ ー ド と し て 作 用 す る
透 明 導 電 層 は 、 十 分 な 導 電 性 を 示 し 、 か つ 、 有 効 面 積 全 体 に わ た り 実 質 的 に 一 定 電 圧 を 維
持 す る に 十 分 な 数 の 接 触 点 を 有 す る こ と が 必 要 で あ る 。 パ ネ ル 全 体 に 必 要 と さ れ る 電 圧 均
一 性 を 達 成 す る た め 、 ア ノ ー ド 及 び カ ソ ー ド の 一 方 又 は 両 方 に 対 し て 、 平 行 な 電 気 的 エ ッ
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ジ 接 続 部 位 が い く つ か 必 要 と な る 場 合 も あ る 。 さ ら に 、 パ ネ ル 面 に 、 通 常 の 観 察 距 離 で は
ほ と ん ど 見 え な い 狭 い 不 透 明 な バ ス 構 造 体 を 創 設 す る こ と が 必 要 な 場 合 も あ る 。 こ の バ ス
の 目 的 は 、 ア ノ ー ド 領 域 全 体 に 適 当 な 一 定 電 圧 を 維 持 す る こ と に あ る 。 バ ス は 、 ア ノ ー ド
領 域 の 約 １ ０ ％ 程 を カ バ ー す る 狭 い ト レ ー ス を 有 す る グ リ ッ ド パ タ ー ン で 付 着 さ れ る ア ル
ミ ニ ウ ム か ら な る こ と が で き る 。 こ の バ ス 構 造 体 を 使 用 す る こ と に よ り 、 Ｉ Ｔ Ｏ 層 に 対 す
る 要 件 で あ る 低 電 気 抵 抗 が 抑 え ら れ る 。 こ の こ と は 、 所 要 Ｉ Ｔ Ｏ 厚 の 減 少 に つ な が り 、 よ
っ て 当 該 バ ス 構 造 体 が 妨 げ と な ら な い ア ノ ー ド 領 域 の 透 光 効 率 が 向 上 す る 。
【 ０ １ １ ８ 】
抽 出 効 率
　 Ｅ Ｌ 層 と 、 Ｉ Ｔ Ｏ と 、 基 板 と 、 空 気 と の 間 の 屈 折 率 差 に よ り 、 発 生 し た 光 の ８ ０ ％ も の
部 分 が 、 当 該 界 面 で 反 射 さ れ 、 そ し て 当 該 構 造 体 内 に ト ラ ッ プ さ れ て 減 衰 し て し ま う 。 基
板 法 線 に 対 し て 十 分 に 小 さ い 角 度 で 放 出 さ れ た 光 し か 有 効 な 光 と し て 漏 れ 出 て こ な い 。 し
た が っ て 、 屈 折 率 の 異 な る 透 光 層 の 数 を 極 力 減 ら す こ と 、 又 は 透 光 層 の 屈 折 率 を 調 和 さ せ
る こ と 、 が 望 ま れ る 。 さ ら に 、 光 伝 送 及 び 散 乱 構 造 体 を そ れ ら の 機 能 に 従 い 適 当 な 被 膜 内
に 分 散 さ せ て 、 内 部 反 射 し た 光 を 基 板 か ら 外 部 へ 出 て い く よ う に 再 方 向 付 け す る こ と が 有
利 で あ る 〔 Yamasaki, T., et al., Appl. Phys. Lett., 76, 1243(2000)〕 。 補 足 的 な 方
法 と し て 、 発 光 面 基 板 の 片 面 又 は 両 面 に 、 臨 界 漏 出 角 を 有 効 に 増 大 す る 表 面 特 徴 を パ タ ー
ン 化 す る 方 法 が あ る 〔 Schnitzer, I., Yablonovitch, E., Appl. Phys. Lett., 63, 2174
(1993)； Lupton, J.M., et al., Appl. Phys. Lett. 77, 3340(2000)〕 。
【 ０ １ １ ９ 】
機 械 的 保 護
　 薄 い ガ ラ ス 基 板 の 上 に 、 そ の 耐 衝 撃 性 及 び 耐 久 性 を 高 め る た め 、 プ ラ ス チ ッ ク ラ ミ ネ ー
ト を 有 利 に 適 用 す る こ と が で き る 。 ま た 、 同 様 の 理 由 で 、 薄 い ア ル ミ ニ ウ ム 又 は ガ ラ ス カ
バ ー 部 材 の 上 に プ ラ ス チ ッ ク ラ ミ ネ ー ト を 有 利 に 適 用 す る こ と が で き る 。 こ の ラ ミ ネ ー ト
は 、 光 拡 散 体 と し て 働 か せ る た め に パ タ ー ン 化 し て も よ い し 、 ま た 、 光 抽 出 効 率 を 高 め る
た め に 半 球 レ ン ズ ア レ イ の 形 態 の 特 徴 表 面 を 有 利 に 含 む こ と も で き る 〔 Madigan, C., et 
al., Appl. Phys. Lett., 76, 1650(2000)〕 。 最 後 に 、 光 パ ネ ル を 支 持 し 、 保 護 し 、 か つ
、 こ れ に 剛 性 を 付 与 す る フ レ ー ム 構 造 体 、 及 び 電 気 接 点 を 製 作 す る た め の 便 利 で 堅 牢 な 手
段 を 追 加 的 に 提 供 す る フ レ ー ム 構 造 体 が 想 定 さ れ る 。
　 本 明 細 書 に お い て 参 照 し た 特 許 そ の 他 の 刊 行 物 の 全 内 容 を 本 明 細 書 の 一 部 と す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ ２ ０ 】
【 図 １ （ Ａ ） 】 本 発 明 に 従 っ て 形 成 さ れ た 好 ま し い 態 様 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 １ （ Ｂ ） 】 本 発 明 に 従 っ て 形 成 さ れ た 別 の 態 様 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 １ （ Ｃ ） 】 本 発 明 に 従 っ て 形 成 さ れ た 別 の 態 様 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 １ （ Ｄ ） 】 本 発 明 に 従 っ て 形 成 さ れ た 別 の 態 様 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 １ （ Ｅ ） 】 本 発 明 に 従 っ て 形 成 さ れ た 別 の 態 様 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 １ （ Ｆ ） 】 本 発 明 に 従 っ て 形 成 さ れ た 別 の 態 様 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 １ （ Ｇ ） 】 本 発 明 に 従 っ て 形 成 さ れ た 別 の 態 様 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ２ （ Ａ ） 】 本 発 明 に 従 っ て 形 成 さ れ た 排 出 装 置 を 示 す ブ ロ ッ ク 線 図 で あ る 。
【 図 ２ （ Ｂ ） 】 図 ２ （ Ａ ） に 示 し た 装 置 の ノ ズ ル 部 分 を 示 す 横 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ （ Ｃ ） 】 図 ２ （ Ａ ） に 示 し た 装 置 の ノ ズ ル 部 分 を 示 す 横 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ （ Ｄ ） 】 図 ２ （ Ａ ） に 示 し た 装 置 の ノ ズ ル 部 分 を 示 す 横 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ （ Ｅ ） 】 図 ２ （ Ａ ） に 示 し た 装 置 の ノ ズ ル 部 分 を 示 す 横 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ （ Ｆ ） 】 図 ２ （ Ａ ） に 示 し た 装 置 の ノ ズ ル 部 分 を 示 す 横 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ （ Ｇ ） 】 図 ２ （ Ａ ） に 示 し た 装 置 の ノ ズ ル 部 分 を 示 す 横 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ （ Ｈ ） 】 図 ２ （ Ａ ） に 示 し た 装 置 の ノ ズ ル 部 分 を 示 す 横 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ （ Ｉ ） 】 図 ２ （ Ａ ） に 示 し た 装 置 の ノ ズ ル 部 分 を 示 す 横 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ （ Ｊ ） 】 図 ２ （ Ａ ） に 示 し た 装 置 の ノ ズ ル 部 分 を 示 す 横 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ （ Ｋ ） 】 図 ２ （ Ｂ ） に 示 し た ノ ズ ル 部 分 の ２ Ｋ － ２ Ｋ に 沿 っ て 切 断 さ れ た 断 面 図 で
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あ る 。
【 図 ２ （ Ｌ ） 】 図 ２ （ Ｃ ） に 示 し た ノ ズ ル 部 分 の ２ Ｌ － ２ Ｌ に 沿 っ て 切 断 さ れ た 断 面 図 で
あ る 。
【 図 ２ （ Ｍ ） 】 図 ２ （ Ｄ ） に 示 し た ノ ズ ル 部 分 の ２ Ｍ － ２ Ｍ に 沿 っ て 切 断 さ れ た 断 面 図 で
あ る 。
【 図 ３ （ Ａ ） 】 本 発 明 の 操 作 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ３ （ Ｂ ） 】 本 発 明 の 操 作 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ３ （ Ｃ ） 】 本 発 明 の 操 作 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ３ （ Ｄ ） 】 本 発 明 の 操 作 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ４ （ Ａ ） 】 図 １ （ Ａ ） に 示 し た 本 発 明 の 一 部 を 示 す 横 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ （ Ｂ ） 】 図 １ （ Ａ ） に 示 し た 本 発 明 の 一 部 を 示 す 横 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ （ Ｃ ） 】 図 １ （ Ａ ） に 示 し た 本 発 明 の 一 部 を 示 す 横 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ （ Ｄ ） 】 図 １ （ Ａ ） に 示 し た 本 発 明 の 一 部 を 示 す 横 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ （ Ｅ ） 】 図 １ （ Ａ ） に 示 し た 本 発 明 の 一 部 を 示 す 横 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ （ Ｆ ） 】 図 １ （ Ａ ） に 示 し た 本 発 明 の 一 部 を 示 す 横 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ （ Ｇ ） 】 図 １ （ Ａ ） に 示 し た 本 発 明 の 一 部 を 示 す 横 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ （ Ｈ ） 】 図 １ （ Ａ ） に 示 し た 本 発 明 の 一 部 を 示 す 横 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ （ Ｉ ） 】 図 １ （ Ａ ） に 示 し た 本 発 明 の 一 部 を 示 す 横 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ （ Ｊ ） 】 図 １ （ Ａ ） に 示 し た 本 発 明 の 一 部 を 示 す 横 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ （ Ｋ ） 】 図 １ （ Ａ ） に 示 し た 本 発 明 の 一 部 を 示 す 横 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 OLEDデ バ イ ス を 示 す 横 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 有 機 Ｅ Ｌ ユ ニ ッ ト を 堆 積 さ せ 、 各 有 機 Ｅ Ｌ ユ ニ ッ ト の 間 に ド ー プ ト 有 機 コ ネ ク タ
を 設 け て な る 堆 積 型 OLED照 明 構 造 体 を 示 す 略 横 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 有 機 Ｅ Ｌ ユ ニ ッ ト 内 の 一 部 の 層 構 造 を 示 す 別 の 堆 積 型 OLED照 明 構 造 を 示 す 略 横 断
面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 有 機 Ｅ Ｌ ユ ニ ッ ト 内 の 一 部 の 層 構 造 を 示 す さ ら に 別 の 堆 積 型 OLED照 明 構 造 を 示 す
略 横 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 ｎ 型 ド ー プ ト 有 機 層 及 び ｐ 型 ド ー プ ト 有 機 層 を 含 む ド ー プ ト 有 機 コ ネ ク タ を 示 す
堆 積 型 OLEDを 示 す 略 横 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 二 酸 化 炭 素 の よ う な 典 型 的 な 材 料 を 示 す 相 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ ２ １ 】
１ ０ … 供 給 シ ス テ ム
１ １ … 圧 縮 流 体 源
１ ２ … 配 合 物 リ ザ ー バ
１ ２ ａ … 高 圧 容 器
１ ３ … 排 出 装 置
１ ４ … 受 容 体
１ ５ … 弁
１ ６ … 供 給 経 路
１ ７ … 圧 力 制 御 機 構
１ ８ … ポ ン プ
１ ９ ａ … 圧 力 調 節 器
１ ９ ｂ … 多 段 階 式 圧 力 調 節 器
２ ０ … 温 度 制 御 機 構
２ １ … オ ン ／ オ フ 弁
２ ２ … シ ャ ッ タ ー
２ ３ … ノ ズ ル
２ ４ … 流 れ デ フ レ ク タ ／ キ ャ ッ チ ャ ー モ ジ ュ ー ル
２ ５ … 受 容 体
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２ ６ … ノ ズ ル 加 熱 要 素
２ ７ … ノ ズ ル シ ー ル ド ガ ス モ ジ ュ ー ル
２ ８ … シ リ ン ダ 形
２ ９ … 正 方 形
３ ０ … 三 角 形
３ １ … 先 細 可 変 区 域
３ ２ … 末 広 可 変 区 域
３ ３ … 形 状
３ ４ … 先 細 区 分 又 は モ ジ ュ ー ル
３ ５ … ス ロ ー ト 区 分 又 は モ ジ ュ ー ル
３ ６ … 末 広 区 分 又 は モ ジ ュ ー ル
３ ７ … 直 線 区 分 又 は モ ジ ュ ー ル
３ ８ … 末 広 可 変 区 域
４ ０ … 機 能 材 料
４ １ … 圧 縮 流 体
４ ２ … 配 合 物
４ ３ … 噴 霧
４ ４ … 機 能 材 料
４ ５ … 蒸 発
４ ６ … 個 別 粒 子
４ ７ … ノ ズ ル 開 口
４ ９ … 軟 質 基 板
５ ０ … 媒 体 搬 送 機 構
５ ２ 、 ５ ４ 、 ５ ６ … 入 口 ポ ー ト
５ ８ … 出 口 ポ ー ト
５ ９ … 入 口 ／ 出 口 ポ ー ト
６ ０ … ポ ン プ
６ ２ … 供 給 経 路
６ ４ … 機 能 材 料
７ ０ … 混 合 装 置
７ ２ … 混 合 要 素
７ ４ … 出 力 /制 御 源
７ ６ … 可 動 ピ ス ト ン 装 置
７ ８ … 加 熱 ／ 冷 却 区 域
８ ０ … 電 線
８ ２ … 電 気 テ ー プ 、 ウ ォ ー タ ・ ジ ャ ケ ッ ト
８ ４ … 冷 却 コ イ ル
８ ６ … 高 圧 ウ ィ ン ド ウ
８ ８ … 制 御 装 置
９ ０ … マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ
１ ０ １ … 基 板
１ ０ ３ … ア ノ ー ド
１ ０ ５ … 正 孔 注 入 層 （ HIL）
１ ０ ７ … 正 孔 輸 送 層 （ HTL）
１ ０ ９ … 発 光 層 （ LEL）
１ １ １ … 電 子 輸 送 層 （ ETL）
１ １ ３ … カ ソ ー ド
２ ０ ０ … 堆 積 型 OLED
２ １ ０ … ア ノ ー ド
２ ２ ０ … カ ソ ー ド
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２ ２ ０ ． １ … Ｅ Ｌ ユ ニ ッ ト
２ ２ ０ ． ２ … Ｅ Ｌ ユ ニ ッ ト
２ ２ ０ ． Ｎ … Ｅ Ｌ ユ ニ ッ ト
２ ２ ０ ． （ Ｎ － １ ） … Ｅ Ｌ ユ ニ ッ ト
２ ３ ０ … ド ー プ ト 有 機 コ ネ ク タ
２ ３ ０ ． １ … 有 機 コ ネ ク タ
２ ３ ０ ． ２ … 有 機 コ ネ ク タ
２ ３ ０ ． （ Ｎ － １ ） … ド ー プ ト 有 機 コ ネ ク タ
２ ３ ３ … ド ー プ ト 有 機 層
２ ３ ７ … ド ー プ ト 有 機 層
２ ４ ０ … カ ソ ー ド
２ ５ ０ … 電 源
２ ６ ０ … 導 電 体
３ ０ ０ … 堆 積 型 OLED
３ ２ ０ … Ｎ 個 の 有 機 Ｅ Ｌ ユ ニ ッ ト
３ ２ ０ ． １ … Ｅ Ｌ ユ ニ ッ ト
３ ２ ０ ． ２ … Ｅ Ｌ ユ ニ ッ ト
３ ２ ０ ． Ｎ … Ｅ Ｌ ユ ニ ッ ト
３ ２ １ ． １ … 正 孔 注 入 層
３ ２ ３ … HTL
３ ２ ３ ． １ … 有 機 Ｅ Ｌ ユ ニ ッ ト 内 の HTL
３ ２ ３ ． ２ … HTL
３ ２ ３ ． Ｎ … 有 機 Ｅ Ｌ ユ ニ ッ ト 内 の HTL
３ ２ ５ … 発 光 層
３ ２ ５ ． １ … LEL
３ ２ ５ ． Ｎ … LEL
３ ２ ７ … ETL
３ ２ ７ ． １ … 有 機 Ｅ Ｌ ユ ニ ッ ト 内 の ETL
３ ２ ７ ． Ｎ … 有 機 Ｅ Ｌ ユ ニ ッ ト 内 の ETL
３ ２ ９ ． Ｎ … 電 子 注 入 層
４ ０ ０ … 堆 積 型 OLED
４ ２ ０ … Ｅ Ｌ ユ ニ ッ ト
４ ２ ０ ． １ … Ｅ Ｌ ユ ニ ッ ト
４ ２ ０ ． Ｎ … Ｅ Ｌ ユ ニ ッ ト
５ ０ ０ … 堆 積 型 OLED
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【 図 １ （ Ａ ） 】 【 図 １ （ Ｂ ） 】

【 図 １ （ Ｃ ） 】 【 図 １ （ Ｄ ） 】
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【 図 １ （ Ｅ ） 】 【 図 １ （ Ｆ ） 】

【 図 １ （ Ｇ ） 】 【 図 ２ （ Ａ ） 】

【 図 ２ （ Ｂ ） 】
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【 図 ２ （ Ｃ ） 】

【 図 ２ （ Ｄ ） 】

【 図 ２ （ Ｅ ） 】

【 図 ２ （ Ｆ ） 】

【 図 ２ （ Ｇ ） 】

【 図 ２ （ Ｈ ） 】

【 図 ２ （ Ｉ ） 】

【 図 ２ （ Ｊ ） 】

【 図 ２ （ Ｋ ） 】

【 図 ２ （ Ｌ ） 】

【 図 ２ （ Ｍ ） 】

【 図 ３ （ Ａ ） 】
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【 図 ３ （ Ｂ ） 】 【 図 ３ （ Ｃ ） 】

【 図 ３ （ Ｄ ） 】 【 図 ４ （ Ａ ） 】

【 図 ４ （ Ｂ ） 】

【 図 ４ （ Ｃ ） 】
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【 図 ４ （ Ｄ ） 】

【 図 ４ （ Ｅ ） 】

【 図 ４ （ Ｆ ） 】

【 図 ４ （ Ｇ ） 】

【 図 ４ （ Ｈ ） 】

【 図 ４ （ Ｉ ） 】

【 図 ４ （ Ｊ ） 】

【 図 ４ （ Ｋ ） 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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